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分極化する政治と憲法

分
極
化
す
る
政
治
と
憲
法

―
―
現
代
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
実
相
―
―

山　
　

本　
　

龍　
　

彦

一　

は
じ
め
に

二　

政
党
間
‐
分
極
化
に
つ
い
て

三　

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

四　

結
語
に
代
え
て

一　

は
じ
め
に

　

マ
デ
ィ
ソ
ン
（Jam

es M
adison

）
の
考
え
は
、
実
験
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
共
和
国
を
大

き
く
し
、
領
域
・
国
土
を
拡
大
す
れ
ば
、
そ
れ
が
包
含
す
る
部
分
・
利
害
・
階
層
は
多
様
化
し
、
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

「
党
派
（faction

）」
―
―
「
一
定
数
の
市
民
が
、
他
の
市
民
の
権
利
に
反
す
る
、
あ
る
い
は
共
同
社
会
の
永
続
的
・
全
般
的
利
益
に

反
す
る
よ
う
な
感
情
ま
た
は
利
益
と
い
っ
た
、
あ
る
共
通
の
動
機
に
よ
り
結
合
し
行
動
す
る
」
集
団）（
（

―
―
の
結
合
は
緩
や
か
な
も
の
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と
な
り
、
そ
の
弊
害
も
抑
制
で
き
る
と
考
え
た）2
（

。
そ
の
弊
害
と
は
、「
公
共
の
善
が
党
派
間
の
争
い
の
た
め
無
視
さ
れ
〔
る
〕」）

（
（

、
と

い
う
事
態
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
党
派
の
発
生
原
因
を
「
人
間
本
性
」
の
中
に
見
て
い
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
党
派
の
形
成
を
「
人
間

の
精
神
の
最
も
強
い
情
念
に
起
源
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
不
幸
に
も
私
た
ち
の
性
質
上
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」）

4
（

と
捉
え
て

い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
（George W

ashington

）
同
様
、
そ
れ
が
い
ず
れ
連
邦
政
府
に
現
れ
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
は
い
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
実
際
、
ア
メ
リ
カ
に
も
、
政
党）（
（

は
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
実
験
は
、
つ
い
最
近
ま

で
、
一
応
の
成
功
を
収
め
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
広
大
な
「
領
域
」
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
南
部
・

対
・
北
部
」
と
い
う
地
域
的
対
立
が
、
政
党
に
お
け
る
内
部
的
な
同
質
性
・
均
質
性
を
和
ら
げ
、
あ
る
い
は
そ
の
強
力
な
結
合
を
妨

げ
、
そ
の
結
果
、
政
党
間
の
「
深
刻
な
党
争
」）

（
（

が
、
幸
い
に
も
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
民
主
党
は
、
自
ら
の
内
部

に
抱
え
込
む
南
部
保
守
派
議
員
―
―
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
キ
シ
ー
ク
ラ
ッ
ト
（D

ixiecrat

））
7
（

―
―
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
統
一
的
・

党
派
的
行
動
を
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、〝
ア
メ
リ
カ
で
は
議
員
の
行
動
に
与
え
る

政
党
の
影
響
力
・
拘
束
力
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い）8
（

〟
な
ど
と
教
科
書
的
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
な
「
平
和
」
な
時
代
が
続
く
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
党
内
異
派
の
存
在
（
感
）
な
い
し
党
内
の
地
域
的
多
様
性
が
―
―
あ
る
意
味
で
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
目
論
み
ど
お
り
―
―
民

主
党
と
共
和
党
と
の
全
面
対
決
を
緩
和
し
、
両
者
の
協
調
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ
と
で
、
連
邦
議
会
が
一
つ
の

0

0

0

機
関
な
い
し
制
度
体

と
し
て
行
為
す
る
こ
と
の
で
き
た
、
そ
う
い
う
時
代
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
民
主
党
・
共
和
党
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
的
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
）
同
質
性
が
高
ま
り
、
両
党
が
政
治
的
に
「
分

極
化
（polarized

）」
し
て
き
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
般
性
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
政
党
間
‐

分
極
化
（party polarization

）」
で
あ
る）（
（

。
無
論
そ
れ
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
ら
憲
法
起
草
者
が
想
定
し
な
か
っ
た
事
態）（（
（

で
あ
る
か
ら
、

債
務
上
限
（debt ceiling

）
の
引
き
上
げ
を
巡
り
生
じ
た
二
〇
一
三
年
秋
の
政
治
的
行
き
詰
り
の
よ
う
な
、
伝
統
的
憲
法
論
に
よ
っ

て
は
有
効
に
対
処
で
き
な
い
危
機
が
起
こ
る
。
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
分
極
化
」
は
、
具
体
的
に
は
連
邦
議
会
の
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「
機
能
不
全
（dysfunction

）」）
（（
（

や
「
崩
壊
」）

（（
（

、
例
え
ば
上
院
で
の
少
数
党
に
よ
る
執
拗
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
（
議
事
妨
害
）、
そ
れ
に

よ
る
討
議
（deliberation

）
の
減
退
と
立
法
の
生
産
性
の
著
し
い
低
下
、
大
統
領
の
裁
判
官
及
び
公
務
員
指
名
に
対
す
る
上
院
承
認

手
続
の
混
乱
、
こ
れ
に
伴
う
大
統
領
の
会
期
内0

（intra session

）「
休
会
」
を
利
用
し
た
任
命）（（
（

な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
、
よ
り

一
般
的
に
は
、
大
統
領
や
連
邦
最
高
裁
判
所
の
正
統
性
に
も
か
か
わ
る
統
治
全
体
の
危
機
（political crisis

））
（（
（

を
引
き
起
こ
し
か
ね

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
に
お
け
る
政
党
間
‐
分
極
化
の
背
景
と
、
そ
れ
が
惹
起
す
る
諸
問
題
を
概

観
し
た
上
（
二
）、
か
か
る
問
題
の
中
か
ら
特
に
上
院
に
お
け
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
取
り
上
げ
、
そ
の
合
憲
性
を
巡
る
最
近
の
議

論
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
（
三
）。
さ
ら
に
本
稿
は
、
合
憲
的
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
違
憲
的
な
フ
ィ
リ

バ
ス
タ
ー
と
の
区
別
可
能
性
を
前
提
に
、
違
憲
的

0

0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
統
制
す
る
い
く
つ
か
の
手
法
を
検
討
す
る
（
三
３
）。
そ
こ

で
は
、
大
統
領
に
よ
る
「
休
会
」
任
命
な
ど
が
―
―
違
憲
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
―
―
有
効
な
統
制
手
法
と
な

り
う
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
が
考
察
対
象
と
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
党
間
‐
分
極
化
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
全
く

無
関
係
の
現
象
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制）（（
（

に
お
い
て
観
察
さ
れ
た
自
民
党
内
部
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
よ
り
保

守
的
な
方
向
で
党
が
同
質
化
し
て
い
く
と
す
れ
ば）（（
（

、
そ
の
対
立
政
党
と
の
間
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
極
化
が
進
み
、
協
調
的
要
素
が

一
か
け
ら
も
な
い
よ
う
な
政
治
的
膠
着
が
生
ず
る
可
能
性
も
あ
る
。「
ね
じ
れ
国
会
」
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
数
々
の
政
治
的
イ

シ
ュ
ー
は
、
あ
る
い
は
そ
の
前
兆
と
も
い
え
る
事
態
な
の
か
も
し
れ
な
い）（（
（

。
そ
う
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
分
極
化
を
巡
る
憲

法
論
―
―
そ
の
多
く
は
、「
醜
い
」
党
派
的
対
立）（（
（

を
憲
法
上
消
極
に
解
し
、
そ
の
緩
和
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
―
―
は
、
我
が
国

の
立
憲
政
治
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
ろ
う
。
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二　

政
党
間
‐
分
極
化
に
つ
い
て

１　

背
景

　

⑴　

共
通
認
識

　

現
在
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
が
政
党
間
で
分
極
化
し
て
い
る
と
の
認
識
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
般
的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

る
）
（（
（

。
例
え
ば
、
議
会
法
に
詳
し
い
憲
法
学
者
デ
ヴ
ィ
ン
ス
（N
eal D

evins

）
は
、
議
会
制
度
研
究
者
の
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、「
お

そ
ら
く
政
党
間
の
分
極
化
が
、
こ
こ
二
五
年
間
の
連
邦
議
会
を
特
徴
づ
け
る
最
も
明
白
で
認
識
可
能
な
傾
向
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述

べ
）
（（
（

、
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
で
あ
る
ク
ラ
イ
ン
（Ezra K

lein

）
も
、
最
近
の
「
第
一
一
二
議
会
〔
二
〇
一
一

年
一
月
三
日
～
二
〇
一
三
年
一
月
三
日
〕
は
、
再
建
期
以
降
、
最
も
分
極
化
し
た
議
会
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。
現
在
の
連
邦
議

会
を
、「
過
剰
に
（excessively

）」
党
派
的）（（
（

で
あ
る
と
か
、「
超
（hyper

）」
党
派
的）（（
（

で
あ
る
な
ど
と
形
容
す
る
論
者
も
い
る
が
、
彼

ら
も
基
本
的
に
は
上
述
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
か
く
て
、
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
議

会
に
政
党
間0

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
重
な
り
合
い
は
見
ら
れ
ず
、
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
共
和
党
員
で
さ
え
、
最
も
保
守
的
な
民
主
党
員

よ
り
は
保
守
的
で
あ
る）（（
（

と
い
う
よ
う
な
政
党
間
の
懸
隔
が
存
在
す
る
と
の
共
通
了
解
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

分
極
化
の
起
源

　

で
は
、
こ
う
し
た
分
極
化
は
、
い
つ
頃
か
ら
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
で
軽
く
触
れ
た
と
お
り
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
党
執
行
部
な
い
し
指
導
部
が
各
所
属
議
員

に
与
え
る
影
響
は
強
く
な
い
と
さ
れ
、
議
員
が
政
党
の
境
界
を
跨
い
で
票
を
投
ず
る
「
交
差
投
票
」
も
多
く
見
ら
れ
た
。
特
に
、
議

員
個
人
の
発
言
を
手
厚
く
保
護
し
（「
個
人
主
義
（individualism

）」）、
議
員
相
互
の
「
礼
節
（courtesy

）」
に
基
づ
く
徹
底
し
た
討

論
を
尊
重
す
る
「
議
事
文
化
（parliam

entary culture

）」
な
い
し
「
伝
統
」
を
有
す
る
上
院
で
は）（（
（

、
議
員
が
一
つ
の
「
チ
ー
ム
」
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と
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
低
く
、
政
党
指
導
部
の
規
律
は
よ
り
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
ま
で
は
、
民
主
党
と
共
和
党
と
い
う
二
大
政
党
は
無
論
存
在
し
た
も
の
の
、
議
員
が
政
党
の

0

0

0

構
成
員
と
し
て
で
は
な
く
、

連
邦
議
会
の

0

0

0

0

0

構
成
員
と
し
て
行
動
す
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
政
党
に
対
し
て
で
は
な
く
、
連
邦
議
会
と
い
う
一
つ
の
機
関
に
対
し

て
忠
誠
を
誓
う
可
能
性
は
、
十
分
に
存
在
し
た
。
周
知
の
と
お
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
（
一
九
七
〇
年
代
初
め
）
の
際
に
は
、

議
会
の
民
主
党
と
共
和
党
は
、
一
つ
の
機
関
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
共
に
大
統
領
な
い
し
執
行
府
に
対
抗
し
た
の
で
あ
っ
た）（（
（

。
下
院
司
法
委
員
会

の
委
員
は
、「
政
党
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
僅
か
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
弾
劾
訴
追
の
議
決

を
行
う
に
当
た
り
、『
党
派
性
を
超
越
し
た
（rose above partisanship

）』
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」）

（（
（

。
ま
た
、「
最
近
ま
で
、
最
高
裁

裁
判
官
職
の
被
任
命
者
は
、〔
上
院
に
お
け
る
〕
承
認
の
投
票
に
お
い
て
超
党
派
的
な
支
持
を
受
け
て
い
た
」
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る）（（
（

。

共
和
党
と
民
主
党
と
い
う
二
大
政
党
の
間
に
「
価
値
あ
る
違
い
な
ど
少
し
も
な
い
」）

（（
（

と
述
べ
立
て
、
一
九
六
八
年
に
ア
メ
リ
カ
独
立

党
（A

m
erican Independent Party

）
か
ら
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
た
ウ
ォ
レ
ス
（George W

allace

）
の
よ
う
な
存
在
も
、
当
時

の
政
党
間
対
立
の
弱
さ
や
党
派
性
の
弱
さ
を
消
極
的
な
か
た
ち
で
表
し
て
い
た
と
い
え
よ
う）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
変
化
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
法
制
定
を
巡
る
動
き
で
あ
っ
た
。
民
主
党

と
は
、
も
と
も
と
東
部
主
導
の
―
―
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
党
が
支
配
す
る
―
―
連
邦
政
府
の
運
営
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
西
部
諸
州
と
南

部
が
―
―
共
に
農
業
に
基
盤
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
―
―
結
合
し
て
生
ま
れ
た
政
党）（（
（

で
あ
り
、
こ
の
時
期
ま
で
は
、「
デ
ィ
キ

シ
ー
ク
ラ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
南
部
保
守
派
議
員
が
党
内
で
一
定
の
存
在
感
を
有
し
て
い
た
（
初
期
民
主
党
の
最
大
の
支
持
基
盤
は
南

部
の
白
人
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
）。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
同
じ
民
主
党
の
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. K

ennedy

）
大
統
領
及
び

ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Lyndon Baines Johnson

）
大
統
領
、
さ
ら
に
は
リ
ベ
ラ
ル
派
の
若
手
議
員
ら
が
人
種
隔
離
政
策
に
反
対
し
、
公
民

権
法
制
定
を
主
導
し
た
こ
と
で
、
上
述
し
た
よ
う
な
南
部
保
守
派
議
員
が
民
主
党
か
ら
離
反
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ま
ず
は
民
主
党
が
、
リ
ベ
ラ
ル
な
方
向
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
同
質
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
共
和
党
も
、「
外
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部
の
利
益
集
団
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
動
き
と
も
結
び
つ
き
つ
つ
、
…
…
七
〇
年
代
後
半
か
ら
次
第
に
保
守
色
」
を
強
め
て
い
く
こ
と

に
な
る）（（
（

。
ネ
ル
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（N

elson A
ldrich Rockefeller

）
の
思
考
を
受
け
継
ぐ
穏
健
派
共
和
党
議
員
―
―
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
（Rockefeller Republican

）
―
―
は
、
そ
の
後
、
次
第
に
そ
の
存
在
感
を
薄
め
て
い
く
の
で
あ
る）（（
（

。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
よ
り
両
党
か
ら
中
道
派
が
姿
を
消
し
始
め
た
こ
と
で
、
ま
た
、
保
守
的
政
策
を
力
強
く
推
進
す
る
レ
ー
ガ
ン

（Ronald W
ilson Reagan

）
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
党
・
対
・
保
守

的
な
共
和
党
」
と
い
う
対
立
構
造
が
明
確
な
か
た
ち
で
表
れ
る
よ
う
に
な
る）（（
（

。
最
近
で
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
中
間
選
挙
に
お
け

る
共
和
党
の
躍
進
を
支
え
た
こ
と
で
存
在
感
を
増
し
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー）（（
（

勢
力
が
、
穏
健
派
共
和
党
議
員
を
「
名
ば
か
り
の
共
和

党
員
」
と
し
て
糾
弾
し
、
彼
ら
に
代
え
て
同
勢
力
の
推
す
保
守
系
候
補
者
を
党
予
備
選
挙）（（
（

で
当
選
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
共

和
党
内
の
右
傾
化
が
さ
ら
に
進
み
、
民
主
党
と
の
妥
協
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
に
さ
せ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
を
契
機
に
、
両
党
が
内
部
的
な
（
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
）
同
質
性
を
高
め
、
以
後
、
政
党
間
の
分
極
化
が
急
速
に
進
ん
で
行
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑶　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
議
会
制
度
改
革
―
―
委
員
会
委
員
長
か
ら
政
党
指
導
部
へ

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
る
議
会
制
度
改
革
も
、
政
党
間
‐
分
極
化
を
進

め
る
要
因
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
改
革
は
、
基
本
的
に
、
立
法
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
、
一
九
世
紀
以
降
非
常
に
強
い
影

響
力
を
保
持
し
て
い
た
委
員
会
の
委
員
長
（com

m
ittee chairs

）
か
ら
政
党
指
導
部
へ
と
移
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
連
邦
議
会
で
は
、
重
要
な
役
職
が
議
員
の
在
任
歴
の
長
さ
に
応
じ
て
割
り
振
ら
れ

る
「
先
任
者
優
先
制
（seniority system

）」
の
下
、
南
部
選
出
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
委
員
会
の
委
員
長
等
を
務
め
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
公
民
権
法
制
定
の
動
き
に
対
し
、
老
練
な
彼
ら
が
自
ら
の
権
限
を
駆
使
し
て
、
委
員
会
に
お

け
る
法
案
の
可
決
を
阻
止
し
続
け
た
た
め
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
、
若
手
議
員
か
ら
、
委
員
会
委
員
長
の
特
権
を
制
限
す
る
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趣
旨
の
制
度
改
革
が
提
案
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）（（
（

。
そ
の
中
に
は
、
委
員
長
の
選
任
に
民
主
党
議
員
総
会
で
の
投
票
を
求

め
る
制
度
の
導
入）（（
（

や
、「
小
委
員
会
権
利
章
典
（Subcom

m
ittee Bill of Rights

）」
と
呼
ば
れ
る
諸
改
革
（
委
員
会
の
委
員
長
が
小
委

員
会
の
委
員
長
を
指
名
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
小
委
員
会
の
自
律
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
）
な
ど
が
含
ま
れ
、
委
員
会
を
政
党
指
導
部

が
（
党
派
的
に
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
下
地
が
作
ら
れ
た
。
待
鳥
聡
史
に
よ
れ
ば
、「
と
く
に
委
員
長
選
任
に
つ
い
て
実
質
的
に
多

数
党
議
員
総
会
で
の
投
票
に
よ
る
こ
と
は
、
長
期
在
任
に
よ
っ
て
所
属
委
員
会
内
部
で
の
階
梯
を
登
っ
て
い
く
と
い
う
先
任
者
優
先

制
の
根
本
を
否
定
す
る
効
果
」）

（（
（

を
も
ち
、
先
任
者
優
先
制
が
実
質
的
に
担
保
し
て
い
た
委
員
会
の
―
―
党
派
的
影
響
等
か
ら
の
―
―

自
律
性
・
独
立
性
や
専
門
性
（
先
任
者
優
先
制
は
、
議
員
が
特
定
の
委
員
会
に
長
期
間
在
任
し
て
専
門
能
力
を
高
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
と

も
な
っ
て
い
た
）
を
も
切
り
崩
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
も
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
対
峙
す
る
た

め
、
委
員
会
に
対
す
る
（
民
主
）
党
指
導
部
の
影
響
力
を
強
化
す
る
方
向
で
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う）（（
（

。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
四
年
の
中
間
選
挙
で
の
共
和
党
の
勝
利
に
よ
り
、
下
院
議
長
に
就
任
し
た
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
（N

ew
t Gingrich

）

が
、
委
員
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
党
が
強
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
委
員
会
制
度
改
革
―
―
「
ギ
ン
グ
リ
ッ
ジ
革
命

（Gingrich Revolution

）」
と
も
呼
ば
れ
る
―
―
を
推
進
し
、
実
現
さ
せ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
は
、
こ
の
よ
う

な
改
革
の
中
で
、
先
任
者
優
先
制
を
無
視
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
合
致
す
る
、
よ
り
保
守
的
な
委
員
長
を
任
命
し
た
り
、
院
内
総

務
や
院
内
幹
事
な
ど
、
党
の
有
力
者
を
構
成
員
と
す
る
「
議
長
諮
問
団
（Speakerʼs A

dvisory Group, SA
G

）」
を
新
設
し
て
党
指

導
部
が
委
員
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
管
理
す
る
体
制
を
整
え
た）（（
（

。
ま
た
、
下
院
共
和
党
は
、
委
員
会
の
共
和
党
に
対
す
る
忠
誠
を
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
、
委
員
会
の
委
員
長
に
つ
い
て
六
年
と
い
う
任
期
制
限
を
課
し
た
り
、（
委
員
会
の
自
律
性
を
弱
め
る
た
め
）
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
を
減
ら
す
な
ど
し
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
な
改
革
に
よ
り
、
議
員
が
、
そ
の
所
属
委
員
会
に
お
い
て
、
当
該
委
員

会
の
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
所
管
事
項
に
関
す
る
専
門
知
識
等
に
基
づ
く
行
動
を
と
る
と
い
う
よ
り
、
党
指
導
部
の
意

向
を
強
く
意
識
し
た
党
派
的
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
二
〇
〇
七
年
に
民
主
党
が
下
院
を
支
配
し
た
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が
、
民
主
党
も
ま
た
、
基
本
的
に
は
党
指
導
部
の
影
響
力
や
特
権
を
保
護
す
る
よ
う
な
規
則
を
採
用
し
た）

（（
（

）。
な
お
、
議
員
個
人
の
自
律
性

が
よ
り
強
い
上
院
で
も
、
こ
こ
二
五
年
、
政
党
指
導
者
が
、
政
党
を
分
断
す
る
よ
う
な
重
要
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
議
員
ご
と
の
投

票
記
録
が
残
る
「
点
呼
投
票
（roll call votes

）」）
（（
（

を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
党
派
一
致
投
票
（party-line voting

）

を
強
く
誘
引
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
議
会
に
お
い
て
政
党
間
が
が
ち
ん
こ

0

0

0

0

で
ぶ
つ
か
り
合
う
よ
う
な
分
極
化
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
議
会
制
度

改
革
―
―
と
り
わ
け
委
員
会
の
自
律
性
を
奪
い
、
政
党
指
導
部
の
影
響
力
を
強
め
る
よ
う
な
一
連
の
制
度
改
革
―
―
に
よ
っ
て
も
促

進
さ
れ
、
ま
た
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

分
極
化
の
も
た
ら
す
諸
問
題

　

こ
の
よ
う
な
政
党
間
‐
分
極
化
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
問
題
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
敢
え
て
一
言
で
こ
れ
を
言
い
表
す
な
ら
ば
、
連
邦
議
会
の
「
機
能
不
全
」）

（（
（

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
志
向
し
た
「
討
議
」
が
、
党
派
性
む
き
出
し
の
「
闘
争
」
に
取
っ
て
代
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
様
々
な
議
事
が
行
き

詰
り
、
連
邦
議
会
が
―
―
一
つ
の
憲
法
上
の
機
関
と
し
て
―
―
自
ら
の
憲
法
的
責
務
を
遂
行
で
き
な
く
な
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　

以
下
、
分
極
化
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
も
の
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

⑴　

立
法
の
生
産
性
の
低
下

　

分
極
化
は
、
立
法
過
程
に
お
け
る
行
き
詰
り
を
も
た
ら
す
た
め
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
立
法
の
生
産
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
と

い
わ
れ
る
。
テ
ィ
ー
タ
ー
（M

ichael J. T
eter

）
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
間
を
見
る
と
、
連
邦
議
会
は
各
議

会
期
に
平
均
で
六
二
九
本
の
法
律
を
制
定
し
て
い
た
が
、
分
極
化
が
進
む
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
第
一
一
〇
議
会
（
二
〇
〇
七

年
～
二
〇
〇
九
年
）
は
四
六
〇
本
、
第
一
一
一
議
会
（
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
一
年
）
は
三
八
三
本
、
第
一
一
二
議
会
（
二
〇
一
一
年
～
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二
〇
一
三
年
）
は
二
八
三
本
を
制
定
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る）（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
第
一
一
二
議
会
に
お
け
る
立
法
の
異
例
の
少
な
さ
の

原
因
を
「
分
割
政
府
」
に
帰
す
る
分
析
も
あ
り
う
る
が
、
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
率
い
る
共
和
党
と
、
ク
リ
ン
ト
ン
（Bill Clinton

）
率
い

る
民
主
党
政
権
が
激
し
く
対
立
し
て
い
た
第
一
〇
四
議
会
（
一
九
九
五
年
～
一
九
九
七
年
）
で
さ
え
三
三
三
本
の
立
法
を
制
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
一
一
二
議
会
に
お
け
る
立
法
の
生
産
性
の
低
さ
は
、
や
は
り
特
筆
す
べ
き
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
合
衆
国
憲
法
は
、
と
り
わ
け
連
邦
制
（
州
の
権
限
）
と
の
関
係
で
、
連
邦
議
会
の
立
法
権
を
抑
制
的
に
捉
え
て
い
る

の
で
あ
り）（（
（

、
制
定
さ
れ
た
立
法
（
連
邦
法
）
の
多
寡
が
、
連
邦
議
会
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
評
価
と
直
接
結
び
付
く
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
憲
法
は
、
連
邦
議
会
が
そ
の
立
法
権
を
行
使
す
べ
き
問
題
状
況
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
行
使
で

き
な
い
（
し
な
い
）
と
い
う
事
態
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。「
合
衆
国
憲
法
は
、
確
か
に
連
邦
の
立
法
を
難
し
く
し
た
が
、

こ
れ
を
不
可
能
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
」）

（（
（

の
で
あ
り
、
必
要
か
つ
適
切
な
場
合
に
そ
の
立
法
権
を
行
使
す
る
の
は
、
連
邦
議
会
に
課

さ
れ
た
憲
法
上
の
責
務
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
で
、
両
極
化
が
立
法
の
生
産
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
な
お
、

第
一
一
二
議
会
で
は
、
下
院
多
数
党
と
な
っ
た
共
和
党
が
、
二
〇
一
〇
年
に
既
に
成
立
し
て
い
る
（
か
つ
、
最
高
裁
で
そ
の
大
部
分
に

つ
い
て
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
る
）
医
療
保
険
改
革
法
（Patient Protection and A

ffordable Care A
ct, A

CA

））
（（
（

に
対
し
、
三
三
回

も
こ
れ
を
廃
止
す
る
投
票
を
行
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
正
気
で
は
な
い
（insane

）」）（（
（

執
拗
な
党
派
的
行
動
は
、
立
法
の
生
産
性
を

低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
立
法
府
と
し
て
の
議
会
に
対
す
る
不
信
や
軽
蔑
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

⑵　

執
行
府
の
権
限
増
大
―
―
執
行
府
に
対
す
る
統
制
機
能
の
低
下

　

分
極
化
は
、
執
行
府
の
権
限
の
増
大
を
招
く
と
い
わ
れ
る
。
一
で
も
軽
く
触
れ
た
よ
う
に
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
三
権
が

0

0

0

抑
制
と
均

衡
の
関
係
に
立
つ
よ
う
な
統
治
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
た
。
そ
こ
で
は
、
議
員
が
「
党
派
」
で
は
な
く
、「
議
会
」
と
自
己
同
一
化
を

は
か
る
こ
と
で
、
連
邦
議
会
が
一
つ
の
「
立
法
機
関
」
と
し
て
―
―
機
関
そ
れ
自
体
が
あ
た
か
も
「
自
ら
の
意
思
（a w

ill of its 

ow
n

）」
を
も
つ
よ
う
に）（（
（

―
―
大
統
領
と
対
峙
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
分
極
化
は
、
こ
の
よ
う
な
マ
デ
ィ
ソ
ン
的
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権
力
分
立
モ
デ
ル
を
失
効
さ
せ
う
る
。
議
会
は
、
そ
の
機
関
的
責
任

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
、《
他
権
＝
大
統
領
》
の
権
限
を
統
制
し
よ
う
と
い
う

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

（
議
員
は
、「
議
会
」
構
成
員
と
し
て
の
責
任
よ
り
も
、「
政
党
」
構
成
員
と
し
て
の

責
任
の
方
を
重
視
す
る
）。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
統
合
政
府
の
場
合
（
と
り
わ
け
大
統
領
の
所
属
政
党
が
上
院
で
も
圧
倒
的
優
位
を
保

持
し
て
い
る
場
合
）、
議
会
は
大
統
領
の
権
限
を
有
効
に
制
御
で
き
な
い
（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
議
会
多
数
党
は
、
一
致
し
て
、
同
じ
政
党
に

所
属
す
る
大
統
領
の
権
限
拡
大
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
も
な
る
）。

　

他
方
、
分
割
政
府
の
場
合
も
、
そ
こ
で
の
立
法
過
程
が
「
行
き
詰
る
」
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
必
要
な
政
策
が
、
立
法
で
は
な
く
、

大
統
領
や
行
政
機
関
（
独
立
委
員
会
も
含
む
）
の
命
令
・
規
則
・
決
定
等
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
、
結
果
的
に
統
合
政

府
の
場
合
と
同
様
、
執
行
府
の
権
限
増
大
を
招
く
と
の
指
摘
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ケ
ー
ガ
ン
（Elena K

agan

）
は
、
議
会
多
数
党

で
あ
る
共
和
党
の
敵
対
的
姿
勢
に
直
面
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
、
立
法
を
通
じ
て

0

0

0

0

0

0

自
ら
の
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
を
諦
め
、
行0

政
機
関
の
行
為
を
通
じ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
政
策
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
述
べ）（（
（

、
分
割
政
府
に
お
い
て
は
、
政
策
形
成
が
立
法
過
程
か
ら
行
政

過
程
へ
と
移
行
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
と
指
摘
し
た
。
同
様
に
、
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
（Josh Chafetz

）
も
、（
必
ず
し
も
分
割
政
府
の
場

合
に
限
ら
な
い
が
）
分
極
化
に
よ
る
立
法
過
程
の
膠
着
は
、「
端
的
に
、
政
策
形
成
の
場
所
（locus

）
を
〔
立
法
機
関
か
ら
〕
執
行
機

関
に
移
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
た
上
、
例
え
ば
環
境
政
策
は
「
院
内
・
間
（intra- and intercam

eral

）
の
交
渉
・
討
議
の
過
程
を

通
し
て
と
い
う
よ
り
、
今
や
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
環
境
保
護
庁
（Environm

ental Protection A
gency, EPA

）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）（（
（

。
他
に
も
、
例
え
ば
、
厄
介
な
政
治
問
題
を
孕
む
軍
事
基
地
の
再
編
・
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
独
立
委
員
会

で
あ
る
基
地
閉
鎖
・
再
編
委
員
会
（D

efense Base Closure and Realignm
ent Com

m
ission, BRA

C

）
の
勧
告
が
重
要
な
意
味
を

も
ち
、
大
統
領
が
こ
れ
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
議
会
が
両
院
に
お
い
て
不
承
認
の
決
議
を
可
決
さ
せ
な
い
限
り
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

効
力
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
こ
こ
で
は
、
立
法
過
程
に
お
け
る
行
き
詰
り
や
膠
着
―
―
機
能
不
全
・
不
作
為
―
―
が
、
執
行
権
限
の
発
動
0

0

条
件
と
し
て
「
使
用
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。
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⑶　

承
認
手
続
の
空
転

　

分
極
化
は
、
大
統
領
に
よ
る
裁
判
官
や
上
級
公
務
員
候
補
者
の
指
名
に
対
す
る
上
院
の
承
認
手
続
を
過
度
に
党
派
化
し
、
空
転
さ

せ
る
こ
と
で
、
大
統
領
が
憲
法
上
の
基
本
的
義
務
（basic duties

）
を
実
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
と
い
わ
れ
る）（（
（

。
上
述
の
よ
う
に
、

か
つ
て
は
こ
の
承
認
手
続
は
超
党
派
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が）（（
（

、
近
年
は
、
少
数
党
に
よ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
（
三
参

照
）
が
常
態
化
す
る
な
ど
、
過
度
に
党
派
的
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
承
認
手
続
が
膠
着
し）（（
（

、
重

要
な
公
務
員
職
が
空
席
化
す
る
と
、
そ
の
職
に
法
律
上
ま
た
は
憲
法
上
課
さ
れ
た
機
能
が
果
た
さ
れ
な
く
な
り
、
結
局
、「
法
律
が

誠
実
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
大
統
領
の
憲
法
的
義
務
（
合
衆
国
憲
法
二
条
三
節
）
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
る
と
も
主
張
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
主
張
は
裁
判
官
職
の
「
空
席
」
に
は
妥
当
し
な
い
）
（（
）（
（（
（

）。
確
か
に
、「
大
統
領
一
人
で
、

何
ら
の
援
助
も
な
く
法
律
を
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
り
、「
大
統
領
は
そ
の
従
属
者
（subordinates

）
の
援
助
に

よ
っ
て
、
法
律
を
執
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
」）

（（
（

。
そ
う
な
る
と
、
行
政
機
関
の
長
の
よ
う
な
重
要
公
務
員
職
の
空
席
・
空
位
は
、
大
統

領
が
そ
の
憲
法
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
著
し
く
困
難
に
さ
せ
よ
う）（（
（

。
こ
の
点
、「
多
く
の
事
案
で
、
執
行
機
関
の
被
指
名
者
に
対

す
る
〔
承
認
〕
手
続
を
妨
げ
る
上
院
の
党
派
（Senate faction

）
は
、
被
指
名
者
そ
の
人
へ
の
異
議
申
立
て
と
い
う
よ
り
、
執
行
府

の
機
能
を
弱
め
た
い
と
い
う
願
望
や
、
実
体
的
な
立
法
的
譲
歩
を
引
き
出
し
た
い
と
い
う
願
望
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
」）

（（
（

と
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
や
承
認
手
続
が
―
―
被
指
名
者
の
適
格
を
議
論
す
る
場
で
は
な
く
―
―

党
派
的
抗
争
の
場
で
し
か
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
仮
に
数
の
力
で
（
あ
る
い
は
党
派
的
抗
争
の
結
果
）
上
院
に
よ
っ
て
承
認
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
承
認
は
実
質
的
な

討
議
を
経
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
に
就
い
た
裁
判
官
や
公
務
員
の
正
統
性
は
弱
い
も
の
と
な
ろ
う
。
以
上
の
よ

う
に
見
る
と
、
分
極
化
が
承
認
手
続
を
党
派
的
な
も
の
と
す
る
弊
害
は
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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⑷　
「
憲
法
解
釈
者
」
と
し
て
の
責
任
の
放
棄

　

分
極
化
は
、
議
会
に
よ
る
憲
法
解
釈
の
質
及
び
量
を
低
下
さ
せ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

ト
ゥ
リ
ス
（Jeffrey K

. T
ulis

）
に
よ
れ
ば
、「
一
九
世
紀
に
は
、
連
邦
議
会
は
良
識
的
な
憲
法
論
議
（constitutional contesta-

tion
）
の
場
所
で
あ
っ
た
」）

（（
（

。「
制
度
的
文
化
（institutional culture

）」
と
い
う
点
で
、
一
九
世
紀
の
議
会
は
、
現
在
よ
り
も
遥
か

に
健
全
で
あ
り
、
常
に
憲
法
典
の
写
し
を
携
帯
す
る
バ
ー
ド
（Robert Carlyle Byrd

）
の
よ
う
な
議
員
が
風
変
り
な
者
と
は
見
ら

れ
な
い
ほ
ど
、
各
議
員
に
「
憲
法
的
良
心
（constitutional consciousness

）」
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る）（（
（

。
し
か
し
ト
ゥ

リ
ス
は
、
二
〇
世
紀
中
に
こ
の
よ
う
な
「
文
化
」
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
っ
た
と
い
う）（（
（

。
実
際
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
（Bruce 

Peabody

）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
に
は
、
立
法
者
の
四
〇
％
が
、
裁
判
所
は
連
邦
議
会
の

0

0

0

0

0

憲
法
解
釈
を
「
支
配
的

（controlling

）」
と
み
な
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
に
は
、
そ
の
数
は
僅
か
一
四
％
ま
で
減
少
し
た
と
い
う）（（
（

。
逆
に
、

七
〇
％
を
超
え
る
回
答
者
が
、
最
高
裁
は
連
邦
議
会
の
判
断
に
重
き
を
置
く
べ
き
で
な
い
か
、
全
く
無
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
さ
れ
る）（（
（

。
こ
れ
は
、
議
会
が
「
憲
法
解
釈
者
」
と
し
て
の
役
割
を
、
自
ら
放
棄
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

デ
ヴ
ィ
ン
ス
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
政
党
間
の
分
極
化
と
、
そ
れ
に
よ
る
委
員
会
で
の
憲
法
論
議
の
減
少
で
あ
る）（（
（

。

デ
ヴ
ィ
ン
ス
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
は
、
委
員
会
は
未
だ
「
日
常
的
に
（routinely

）」
法
案
に

含
ま
れ
る
憲
法
問
題
を
検
討
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
以
降
（
と
り
わ
け
共
和
党
が
両
院
多
数
党
と
な
っ
た
一
九
九
五
年
以
降
）、
憲
法

に
関
す
る
公
聴
会
（constitutional hearings

）
の
数
は
「
激
減
し
た
（notable decline

）」
と
さ
れ
る）（（
（

。
実
際
、
一
九
七
〇
年
か
ら

一
九
八
五
年
に
は
、
大
抵
、
一
年
に
六
〇
回
以
上
、
憲
法
に
関
す
る
公
聴
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
年
で
四
〇
回
を
下
回
っ
て
い
る）（（
（

（
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、「
下
院
及
び
上
院
の
司
法
委
員
会
が
、
憲
法
に
関
す
る
公

聴
会
を
規
則
的
に
行
う
唯
一
の
委
員
会
と
な
っ
た
」）

（（
（

）。
そ
し
て
デ
ヴ
ィ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
憲
法
に
関
す
る
公
聴
会
が
減
少
し
た
原

因
を
、
以
下
の
よ
う
に
分
極
化
と
関
連
し
た
諸
事
実
に
求
め
る
の
で
あ
る）（（
（

。
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①
メ
ッ
セ
ー
ジ
政
治
（m

essage politics

）
と
立
場
選
択
（position taking

）　　

分
極
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、
議
員
が
自
ら
の
党
派

的
立
場
（
対
立
党
派
と
の
相
違
）
を
表
明
し
、
こ
れ
を
有
権
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
の
で
、
問
題
と
な
る

法
案
が
含
む
憲
法
上
の
問
題
や
、
当
該
法
案
が
い
ず
れ
最
高
裁
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
違
憲
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
に
は
特
段
の
注
意
が
払

わ
れ
な
い
（
後
の
こ
と
は
お
構
い
な
し
、
と
い
う
態
度
に
な
る
）。

②
政
党
指
導
者
の
権
限
増
大　
　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
は
政
党
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
同
質
性
が
強
ま
り
、
政
党
指
導
部
の
影
響
力

が
増
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
委
員
会
に
対
す
る
政
党
指
導
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
ま
り
（
二
１
⑶
参
照
）、
委
員
会
が
―
―
先
任
者
優
先

制
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
た
長
老
議
員
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
の
下
―
―
自
律
的
に
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
設
定
し
、
公
聴
会
を
開
く
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た）

（（
（

。
そ
れ
に
よ
り
、
委
員
会
が
、
所
管
事
項
に
関
す
る
自
ら
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
、
党
派
的
関
心
か
ら
一
定
の
距
離
を
と
り
つ
つ
、

法
案
に
含
ま
れ
る
憲
法
問
題
を
突
き
詰
め
て
検
討
す
る
機
会
も
減
じ
ら
れ
た
。

③
委
員
会
支
援
制
度
の
後
退　
　

前
記
②
で
も
触
れ
た
よ
う
に
（
さ
ら
に
二
１
⑶
参
照
）、
分
極
化
は
、
政
党
指
導
部
の
重
要
性
を
高
め
る

と
同
時
に
、
委
員
会
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
九
九
五
年
に
は
、
下
院
の
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が
四
〇
％
ま
で
減
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
乏
し
く
な
っ
た
人
的
資
源
は
、
主
と
し
て
法
案
の
政
策
的
妥
当
性
の
検
討
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
憲
法

適
合
性
の
検
討
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
（
人
的
資
源
等
の
乏
し
さ
か
ら
、
委
員
会
レ
ベ
ル
で
憲
法
問
題
を
検
討
す
る
余
裕
が

な
く
な
っ
た
）。

④
立
法
の
生
産
性
の
低
下　
　

分
極
化
は
、
立
法
過
程
を
膠
着
さ
せ
、
立
法
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
（
二
１
⑴
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
立

法
の
可
能
性
に
対
す
る
議
員
自
身
の
諦
観
ま
た
は
不
信
か
ら
、
議
員
は
、「
法
案
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
よ
り
も
、

公
聴
会
を
、〔
自
ら
の
〕
政
治
的
選
好
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
」）

（（
（

。
そ
れ
に
よ
り
、
立
法
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
真
剣
で
誠
実
な
憲
法
論
議
が
行
わ
れ
る
機
会
も
減
じ
ら
れ
た
。

　

デ
ヴ
ィ
ン
ス
は
、
以
上
挙
げ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
憲
法
問
題
が
討
議
さ
れ
る
機
会
が
減
少
し
て
き
て
い
る



（00

法学研究 87 巻 2 号（20（4：2）

と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
先
述
し
た
医
療
保
険
改
革
法
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
は
、
そ
れ
が
連
邦
議
会
の
立
法
権
限
を
超
え
て
い

な
い
か
（
と
り
わ
け
州
際
通
商
規
制
権
限
の
行
使
と
し
て
正
当
か
）
と
い
っ
た
微
妙
な
憲
法
問
題
を
含
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
か
る
問
題
を
実
質
的
に
検
討
す
る
た
め
の
公
聴
会
は
一
度
も
開
か
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
分
極
化
は
、
議
会
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

「
違
憲
審
査
」
が
行
わ
れ
る
機
会
を
奪
う
が）（（
（

、
こ
の
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

裁
判
所
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

0

違
憲
審
査
権
の
積
極
的
行
使
を
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る）（（
（

。
議
会
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
「
討
議
」
が
、
法
廷
と
い
う

場
に
お
い
て
仮
想
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
無
批
判
に
受
容
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。

周
知
の
と
お
り
、
民
主
的
正
統
性
を
有
し
な
い
裁
判
所
に
よ
る
積
極
的
な
違
憲
審
査
に
対
し
て
は
、「
司
法
審
査
と
民
主
主
義
」）

（（
（

に

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
上
、
先
述
の
よ
う
に
裁
判
官
が
党
派
的

0

0

0

承
認
手
続
に
よ
っ
て
党
派
的
に

0

0

0

0

任
命
さ
れ
る
場
合

（
二
１
⑶
参
照
）、
そ
の
正
統
性
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
分
極
化
に
よ
り
、

議
会
が
憲
法
解
釈
者）（（
（

と
し
て
の
責
任
を
果
た
せ
な
く
な
る
こ
と
は
、
問
題
で
あ
る
。

　

⑸　

小
括

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
党
間
の
分
極
化
は
、
憲
法
上
看
過
で
き
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
極

化
に
よ
り
特
徴
付
け
ら
れ
る
近
年
の
連
邦
議
会
が
、
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
研
究
者
な
い
し
議
会
法
研
究
者
に
よ
っ
て
「
機
能
不
全
」）

（（
（

で

あ
る
と
か
、「
壊
れ
た
機
関
」）

（（
（

で
あ
る
な
ど
と
批
判
的
に
形
容
さ
れ
る
の
に
も
理
由
が
あ
る
。
確
か
に
、
連
邦
議
会
が
、
自
ら
に
課

さ
れ
た
憲
法
上
の
責
任
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
の
か
、
疑
わ
し
い
。
三
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
分
極
化

の
具
体
的
現
象
と
し
て
上
院
に
お
け
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
取
り
上
げ
、
憲
法
学
的
観
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

三　

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
つ
い
て



（0（

分極化する政治と憲法

１　

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
変
容

　

⑴　

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
制
度
化

　
「
議
事
妨
害
」
と
も
訳
さ
れ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
徹
底
し
た
討
議
を
保
障
す
る
「
議
事
文
化
」
な
い
し
「
伝
統
」
を
有
す
る

上
院）（（
（

に
お
い
て
、
議
員
個
人
ま
た
は
少
数
派
が
、
多
数
派
に
よ
る
議
事
の
進
行
を
中
断
な
い
し
妨
害
し
よ
う
と
す
る
議
会
戦
術
行
為

の
こ
と
を
意
味
す
る）（（
（

。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
記
録
に
残
る
最
初
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
一
七
九
〇
年
に
、
第
一
議
会
の
開
催
場
所

に
関
し
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
上
院
の
慣
習
と
し
て
比
較
的
寛
容
な
態
度
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
て
き

て
き
た
。「
礼
節
に
つ
い
て
の
貴
族
的
感
覚
（patrician sense

）」
を
重
視
す
る
上
院
の
文
化
・
伝
統
が
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
過

剰
や
、
そ
れ
に
よ
る
議
事
の
膠
着
を
抑
制
し
て
き
た
の
で
あ
る）（（
（

。
し
か
し
、
一
九
一
七
年
、
一
一
人
の
上
院
議
員
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（T
hom

as W
oodrow

 W
ilson

）
大
統
領
が
ド
イ
ツ
潜
水
艦
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
商
船
の
武
装
を
要
求
し
た
こ
と
に
対

し
て
執
拗
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
上
院
の
総
議
員
の
三
分
の
二
の
賛
成
に
よ
っ
て
討
論
を
打
ち
切
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る
上
院
規
則
二
二
条
が
制
定
さ
れ
た
。
た
だ
、
特
別
多
数

0

0

0

0

の
賛
成
が
な
け
れ
ば
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
（
討
論
終
結
動
議
）

が
成
立
・
採
択
さ
れ
な
い
と
し
た
上
院
規
則
（
以
下
、「
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
」
と
い
う
）
の
制
定
は
、
か
え
っ
て
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー

を
制
度
化）（（
（

す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
の
制
定
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
活
発
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た）（（
（

。

こ
の
よ
う
な
「
平
穏
」
と
も
い
え
る
状
況
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
や
は
り
、
公
民
権
法
の
制
定
が
審
議
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
で

あ
っ
た
（
公
民
権
法
制
定
に
反
対
す
る
た
め
、
サ
ー
モ
ン
ド
〔Jam

es Strom
 T

hurm
ond

〕
が
二
四
時
間
一
八
分
に
も
わ
た
る
演
説
を

行
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
の
こ
と
で
あ
る
が
）。
こ
の
時
期
に
、
公
民
権
法
制
定
に
反
対
す
る
南
部
保
守
派
議
員
が
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー

を
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）（（
（

。
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
件
数
は
急
増
し
（
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
抑
え
る
ク

ロ
ー
チ
ャ
ー
の
提
出
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
一
議
会
で
一
桁
台
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
四
〇
回
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
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た
）、
そ
の
問
題
性
が
再
び
先
鋭
化
し
た
た
め
に
、
一
九
七
五
年
に
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
が
改
正
さ
れ
、
総
議
員
の
五
分
の
三
の
賛

成
―
―
具
体
的
に
は
六
〇
票
―
―
に
よ
っ
て
か
か
る
動
議
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
採
択
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
な
お
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
排
除
に
は
特
別
多

数
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
上
院
多
数
党
と
少
数
党
の
差
が
圧
倒
的
で
な
い
場
合
に
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
少
数
党

が
多
数
党
の
議
事
運
営
を
妨
げ
る
極
め
て
有
効
な
―
―
と
も
す
る
と
有
効
過
ぎ
る

0

0

0

―
―
手
段
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

分
極
化
に
よ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
急
増

　

先
述
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
そ
の
行
使
の
あ
り
方
に
変
化
が
現
れ
た
が
、
特
に
こ
こ
最
近
は
、

政
党
間
の
分
極
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
が
著
し
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
議
会
内
少
数
派

に
と
っ
て
、「
討
論
の
た
め
の
特
権
（prerogative to debate

）」）
（（
（

、
あ
る
い
は
討
議
の
継
続
を
要
求
す
る
た
め
の
「
特
権
」
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
、
党
派
的
理
由
の
み

0

0

0

0

0

0

0

に
基
づ
き
、
単
に
対
立
政
党
（
多
数
党
）
の
議
事
運
営
を
挫
く
た
め
に
―
―

討
議
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
い
少
数
党
の
単
な
る
「
拒
否
権
」）

（（
（

と
し
て
―
―
利
用
・
行
使
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
れ
が
実
質
的
理
由
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
少
数
党
は
、
相
容
れ
な
い
多
数
党
の
議
事
進
行
に
対
し
て
は
と0

に
か
く

0

0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
か
つ
て
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
日
常

化
・
常
態
化
し
て
き
て
い
る）（（
（

。

　

こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
近
年
の
分
極
化
に
よ
っ
て
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
上
院
の
貴
族
的
文
化
・
伝
統
が
消
え
去
り
、
個

人
の
発
言
や
徹
底
し
た
討
論
を
尊
重
す
る
が
ゆ
え
に
も
と
も
と
少
数
党
に
よ
る
濫
用
に
晒
さ
れ
易
か
っ
た
上
院
議
事
手
続
の
「
脆
さ

（fragility

）」
が
露
呈
し
た
と
も
い
え
る）（（
（

。
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
下
品
な
使
用
を
抑
制
し
て
き
た
「
偉
大
な
上
院
（Great Senate

）」、

「
古
き
上
院
（old-fashioned Senate

）」
は
、
分
極
化
に
よ
っ
て
完
全
に
そ
の
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る）（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
い
ま
や

上
院
で
は
、
何
か
を
行
う
た
め
に
は
大
抵
六
〇
票
―
―
特
別
多
数
―
―
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
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が
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
（
多
数
党
に
よ
る
）
ク

ロ
ー
チ
ャ
ー
の
提
出
回
数
が
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
饒
舌
に
物
語
っ
て
い
る
（
次
頁
表
参
照
。
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の

「
脅
し
」
を
含
め
れ
ば
、
議
事
手
続
に
与
え
る
そ
の
影
響
力
は
、
表
記
載
の
回
数
を
上
回
る
も
の
と
い
え
る
）。
表
を
見
る
と
、
分
極
化
の
始

ま
る
一
九
七
〇
年
代
に
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
件
数
（
こ
れ
に
対
抗
す
る
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
提
出
回
数
）
も
増
加
し
始
め
て
い
る
が
、
第

一
〇
一
議
会
（
一
九
八
九
年
～
一
九
九
〇
年
）
ま
で
は
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
提
出
回
数
は
六
〇
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
（
採
択
件
数
も
二
〇
回
を
超
え
て
い
な
い
）。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
提
出
は
一
議
会
に
お
い
て

常
に
六
〇
回
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
こ
こ
最
近
の
第
一
一
〇
議
会
、
第
一
一
一
議
会
、
第
一
一
二
議
会
で
は
一
〇
〇

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
分
極
化
が
進
み
、
ま
さ
に
「
途
方
も
な
い
（w

hopping

）」
数
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
起
き
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る）（（（
（

。

２　

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
め
ぐ
る
憲
法
論

　

⑴　

違
憲
論

　

こ
う
し
た
党
派
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
、
二
で
挙
げ
た
よ
う
な
諸
問
題
を
引
き
起
こ
す
主
要
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
か

ら
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
あ
る
い
は
こ
れ
を
制
度
的
に
保
護
す
る
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
（
特
別
多
数

0

0

0

0

に
よ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
打
切
り
）

を
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
憲
法
違
反
と
考
え
る
見
解
が
有
力
化
し
て
い
る
。

①
第
一
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、「
多
数
派
主
義
（m

ajoritarianism

）」
に
反
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る）

（（（
（

。
先
述
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ

バ
ス
タ
ー
は
、
事
実
上
、
少
数
党
（
少
数
派
）
に
よ
る
拒
否
権
と
し
て
行
使
さ
れ
る
た
め
、
憲
法
の
コ
ミ
ッ
ト
す
る
多
数
派
主
義
―
―
合
衆
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表：クローチャー（C）動議の提出件数と採択件数
（102）

議会期 西暦 Ｃ提出 Ｃ採択 議会期 西暦 Ｃ提出 Ｃ採択
（（2 20（（-20（2 （（（ 4（ 88 （（（（-（（（4 4 （
（（（ 200（-20（0 （（7 （（ 87 （（（（-（（（2 4 （
（（0 2007-2008 （（（ （（ 8（ （（（（-（（（0 （ 0
（0（ 200（-200（ （8 （4 8（ （（（7-（（（8 0 0
（08 200（-2004 （2 （2 84 （（（（-（（（（ 0 0
（07 200（-2002 7（ （4 8（ （（（（-（（（4 （ 0
（0（ （（（（-2000 7（ 28 82 （（（（-（（（2 0 0
（0（ （（（7-（（（8 （（ （8 8（ （（4（-（（（0 2 0
（04 （（（（-（（（（ 82 （ 80 （（47-（（48 0 0
（0（ （（（（-（（（4 80 （4 7（ （（4（-（（4（ （ 0
（02 （（（（-（（（2 （0 2（ 78 （（4（-（（44 （ 0
（0（ （（8（-（（（0 （8 （（ 77 （（4（-（（42 （ 0
（00 （（87-（（88 （4 （2 7（ （（（（-（（40 0 0
（（ （（8（-（（8（ 4（ （0 7（ （（（7-（（（8 2 0
（8 （（8（-（（84 4（ （（ 74 （（（（-（（（（ 0 0
（7 （（8（-（（82 （（ （0 7（ （（（（-（（（4 0 0
（（ （（7（-（（80 （0 （（ 72 （（（（-（（（2 2 0
（（ （（77-（（78 2（ （ 7（ （（2（-（（（0 （ 0
（4 （（7（-（（7（ （（ （7 70 （（27-（（28 （ 0
（（ （（7（-（（74 44 （ （（ （（2（-（（2（ 7 （
（2 （（7（-（（72 24 4 （8 （（2（-（（24 0 0
（（ （（（（-（（70 7 0 （7 （（2（-（（22 （ 0
（0 （（（7-（（（8 （ （ （（ （（（（-（（20 2 （
8（ （（（（-（（（（ 7 （ （（ （（（7-（（（8 2 0
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国
憲
法
が
「
特
別
多
数
」
を
求
め
る
の
は
限
定
的
な
七
場
面
の
み
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
（
単
純
）
多
数
決
に
よ
る
統
治
を
前
提
し
て
い
る

―
―
な
い
し
か
か
る
原
理
に
基
づ
く
民
主
的
自
己
統
治
に
反
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
グ
リ
オ
カ
（Gerard N

. 
M

agliocca

）
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
「
現
代
の
憲
法
に
お
い
て
最
も
厄
介
な
反
多
数
派
主
義
的
な
難
点
（counterm

ajoritarian 
diffi

culty
）」
を
呈
示
し
て
お
り）

（（（
（

、「
ほ
と
ん
ど
の
上
院
の
行
為
に
特
別
多
数
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
前
提
」
は
、「
民
主
的
自
己
統
治
に
暗

い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
」）

（（（
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
（Bruce A

ckerm
an

）
も
、
立
法
に
関
す
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー

は
、「
上
院
の
少
数
派
が
、
両
院
の
多
数
派
の
支
持
を
受
け
た
法
案
を
拒
否
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
た
め
に
、「
明
ら
か
に

反
民
主
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

（（（
（

。
さ
ら
に
、
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
は
、
上
院
に
お
い
て
法
案
を
「
通
過
（pass

）」
さ
せ
る
の
に
事
実
上
六

〇
票
―
―
特
別
多
数
―
―
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、「
通
過
」
に
特
別
多
数
を
求
め
て
い
な
い
合
衆
国
憲
法
一
条
七

節
に
違
反
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
憲
法
が
仮
に
特
別
多
数
を
求
め
る
場
合
、
条
文
に
こ
れ
を
明
記
す
る
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
文
言
を
欠
く
一
条
七
節
は
多
数
決
ル
ー
ル
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
法
案
「
通
過
」
に
事
実
上
特
別
多
数

を
求
め
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
多
数
決
ル
ー
ル
（
多
数
派
主
義
）
を
黙
示
的
に
採
用
す
る
当
該
規
定
に
違
反
し
う
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
）
（（（
（

。
②
第
二
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
歴
史
的
実
践
に
反
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
チ
ャ
フ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
〇
年
に
行

使
さ
れ
た
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
病
気
の
上
院
議
員
が
審
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
投
票
を
遅
ら
せ
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ

実
質
審
議
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）

（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
少
数
党
が
審
議
を
（
無
制
限
に
）
妨
害
す
る
た
め
だ
け
に
行
使

さ
れ
る
現
在
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
歴
史
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

③
第
三
は
、
人
事
承
認
手
続
に
お
け
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
を
侵
害
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、
⒜
か
か
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
大
統
領
の
任
命
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
、
⒝
こ
れ
が
重
要

な
公
職
ポ
ス
ト
の
指
名
に
対
し
て
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
同
ポ
ス
ト
の
空
席
と
、
そ
れ
に
よ
る
政
府
重
要
機
能
の
停

止
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
大
統
領
の
執
行
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
う
る
（「
法
律
が
誠
実
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
配
慮
」
す
る

大
統
領
の
義
務
〔
憲
法
二
条
三
節
〕
の
履
行
を
妨
げ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
二
２
⑶
参
照
）。
例
え
ば
ト
ラ
イ
ブ
（Laurence H

. 
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T

ribe

）
は
、「
数
世
紀
に
わ
た
り
我
々
の
共
和
国
を
導
い
て
き
た
憲
法
は
、
連
邦
議
会
が
、
そ
の
内
輪
の
口
論
を
、
政
体
全
体
の
麻
痺
に

ま
で
拡
張
し
よ
う
と
い
う
脅
威
に
、
盲
目
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
重
要
な
規
制
機
関
の
長
が
空
席
と
な
り
、
か
か
る
機
関
が
無
力
化
し
て

し
ま
う
よ
う
な
事
態
に
、
憲
法
は
盲
目
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
党
派
的
ゲ
ー
ム
や
策
略
に
敬
意
を
払
う
の
で
は
な
く
、
大
統
領
の
基
本
的
義

務
（basic duties

）
を
実
行
す
る
た
め
に
彼
に
と
っ
て
必
要
な
権
限
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
は
、
我
々
の
憲
法
の
明
ら
か
な
命
令
で
あ
る
」）

（（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
ト
ラ
イ
ブ
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
公
職
ポ
ス
ト
の
指
名
に
対
す
る
党
派
的
・
策
略
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、「
大
統
領
の
必

要
最
低
限
の
権
限
と
義
務
に
対
す
る
違
憲
的
干
渉
（unconstitutional interference

）」
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

（（（
（

。

　

⑵　

合
憲
論

　

以
上
要
約
し
た
《
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
＝
違
憲
》
論
の
多
く
は
、
政
党
間
‐
分
極
化
あ
る
い
は
激
し
い
党
派
対
立
に
よ
っ
て
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
連
邦
議
会
の
機
能
（function

）
を
回
復
さ
せ
、
議
会
を
「
憲
法
上
の
第
一
機
関
（constitutional First Branch

）」
と
し

て
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
真
摯
な
思
い
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り）（（（
（

、
決
し
て
軽
ん
ず
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
違
憲
論

に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
反
論
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

①
前
記
⑴
①
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
憲
法
は
多
数
派
主
義
を
固
定
的
・
絶
対
的
原
理
と
し
て
信
奉
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と

い
う
反
論
が
あ
る）（（（
（

。
例
え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
の
バ
ー
ガ
ー
（W

arren Earl Burger

）
元
首
席
裁
判
官
は
、「
確
か
に
、

厳
格
な
多
数
決
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
は
、
少
数
派
に
不
釣
り
合
い
な
ま
で
の
力
を
与
え
る
」
が
、「
憲
法
典
の
中
に
も
、
歴
史
の
中

に
も
、
我
々
の
判
例
の
中
に
も
、
多
数
派
が
全
て
の
事
項
に
対
し
て
常
に
支
配
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
言
葉
は
見
つ
か
ら
な

い
」）

（（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
連
邦
議
会
は
、
委
員
会
の
構
成
や
全
員
一
致
要
求
な
ど
、
場
面
に
応
じ
て
反
多
数
派
主
義
を

採
用
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
上
院
規
則
に
お
い
て
多
数
決
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
す
る
決
定
方
式

を
用
い
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
違
憲
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る）（（（
（

。

　

こ
れ
よ
り
も
控
え
目
な
反
論
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
状
ほ
と
ん
ど
の
主
要
法
案
に
対
し
フ
ィ
リ
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バ
ス
タ
ー
が
か
け
ら
れ
、
上
院
規
則
上
、
こ
れ
を
覆
す
の
に
特
別
多
数
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
案
「
通
過
」
に
特
別
多
数

の
賛
成
ま
で
要
求
し
て
い
な
い
憲
法
一
条
七
節
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
が
（
前
記
⑴
①
の
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
の
議
論

を
参
照
）、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
立
法
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
立
法
に
関
す
る
審
議
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
排

除
に
特
別
多
数
を
求
め
る
上
記
規
則
も
、
あ
く
ま
で
審
議
の
進
行
な
い
し
議
事
手
続
に
負
荷
を
か
け
る
も
の
で
、
立
法
の
「
通
過
」

そ
の
も
の
に
負
荷
を
か
け
る
も
の
で
は
な
い
―
―
し
た
が
っ
て
一
条
七
節
の
規
定
に
は
反
し
な
い
―
―
と
の
反
論
が
あ
る
（
こ
の
議

論
に
よ
れ
ば
、
審
議
の
進
行
に
対
す
る
負
荷
は
、
一
条
五
節
の
議
院
規
則
制
定
権
の
範
疇
で
あ
る
と
す
る）（（（
（

）。

　

さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
「
反
多
数
派
主
義
」
的
な
も
の
で
あ
り
、
多
数
派
主
義
に
反
す
る
と
い
う
見
解
（
前
記
⑴
①
の
マ

グ
リ
オ
カ
や
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
議
論
を
参
照
）
に
対
し
て
は
、
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
（Benjam

in Eidelson

）
が
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
ろ
多
数
派
の
意
思
を
反
映
し
て
お
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
れ
を
排
除
し
て
議
事
を
進
め
よ
う
と
す
る
上
院
内
多
数
党
の
方
が
か
え
っ
て
「
反
多
数

派
主
義
」
的
に
行
為
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
、
と
の
注
目
す
べ
き
反
論
を
展
開
し
て
い
る
。
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
は
、
自
ら
の
「
多
数
派

主
義
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
（m

ajoritarian filibuster

）」
論
の
出
発
点
を
、
一
九
一
八
年
に
シ
ャ
ー
マ
ン
（Law

rence Sherm
an

）

上
院
議
員
が
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
「
多
数
派
支
配
」
の
原
則
に
反
す
る
と
の
批
判
に
対
し
て
放
っ
た
以
下
の
言
葉
に
求
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
い
う
「
多
数
派
と
は
一
体
何
か
」）

（（（
（

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
議
員
の
こ

の
言
葉
は
、
上
院
の
そ
も
そ
も
の
非
人
口
比
例
的
性
格）（（（
（

ゆ
え
に
、
上
院
内

0

0

0

の
多
数
派
が
、
合
衆
国
人
民
の

0

0

0

0

0

0

多
数
派
と
常
に
一
致
す
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
、
単
純
で
あ
る
が
非
常
に
重
要
な
問
題
を
提
起
し
た
と
さ
れ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
議
員
は
、
上
院
に
お
け
る
あ

る
法
案
の
支
持
者
・
反
対
者
の
数
と
、
そ
れ
ら
が
代
表
す
る
州
の
人
口
と
を
調
査
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
法
案
を
支
持
す
る
諸
州
の
最
初
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
三
六
人
の
民
主
党
上
院
議
員
は
、
三
七
〇
〇
万
人
を
代
表
し
て
い
る
。
他
方
、
法

案
に
反
対
す
る
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
三
〇
人
の
共
和
党
上
院
議
員
と
一
人
の
進
歩
党
上
院
議
員
は
、
四
一
〇
〇
万
人
を
代
表
し
て
い
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る
。
…
…
四
〇
〇
〇
万
人
に
対
す
る
三
七
〇
〇
万
人
の
支
配
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
…
…
多
数
派
支
配
の
促
進
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

こ
れ
は
、
民
主
主
義
に
お
け
る
多
数
派
の
支
配
と
は
、
い
え
な
い
」）

（（（
（

。

　

エ
イ
デ
ル
ソ
ン
は
、
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
議
員
の
見
解
と
、
そ
の
約
八
〇
年
後
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
誌
が
、
ブ
ッ
シ
ュ

（George W
. Bush

）
大
統
領
の
裁
判
官
指
名
に
対
す
る
民
主
党
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
擁
護
し
て
、「〔
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、〕
実
際
0

0

に
は
よ
り
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
を
代
表
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
上
院
内
の
〕
少
数
派
が
、
ア
メ
リ
カ
人
の
主
流
派
の
思
考
か
ら
外
れ
る
裁
判
官
の
終

身
任
命
を
拒
否
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
」）

（（（
（

と
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
（
第
一
〇
二
議
会
か

ら
第
一
一
一
議
会
）
ま
で
に
行
わ
れ
た
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
実
態
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
は
、
フ
ィ

リ
バ
ス
タ
ー
が
成
功
し
た
全
一
七
三
回
の
う
ち
（
こ
こ
で
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
「
成
功
」
と
は
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
不
成
立
、
す
な
わ

ち
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
を
支
持
す
る
票
が
、
五
〇
以
上
六
〇
未
満
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
を
意
味
す
る
）、
五
九
回
―
―
全
体
の
約
三
割

（
三
四
％
）
―
―
が
、
性
質
上
、
合
衆
国
市
民
の
多
数
派

0

0

0

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
は
、
こ
の
多
数
派
主
義
的
・
民
主
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
共
和
党
が
多
数
党
で
あ
る
場
合
に
よ
り
多

く
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
五
九
回
の
多
数
派
主
義
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
う
ち
、
実
に
五
七
回

が
、
共
和
党
の
支
配
す
る
上
院
に
お
い
て
起
き
て
い
る
と
さ
れ
る
。
逆
に
、
民
主
党
支
配
の
上
院
で
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
排
除

し
よ
う
と
す
る
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
支
持
者
と
反
対
者
が
代
表
す
る
全
国
人
口
の
平
均
的
シ
ェ
ア
は
、
前
者
（
支
持
者
）
が
六
〇
％
、
後

者
（
反
対
者
）
が
四
〇
％
で
あ
る
と
さ
れ
る）（（（
（

。
こ
の
場
合
、
上
院
内
多
数
派
と
全
国
的
な
多
数
派
が
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
政
党
間
の
非
対
称
性
（asym

m
etry

）
は
、
共
和
党
が
人
口
の
少

な
い
小
州
に
お
い
て
強
い
影
響
力
を
保
持
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
に
、
同
党
が
上
院
内
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

多
数
派
と
な
っ
て
も
、
全
国
的
に

0

0

0

0

見
れ
ば

0

0

0

少
数
派
で
あ
る
―
―
民
主
的
正
統
性
を
強
く
も
た
な
い
―
―
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
）
（（（
）（
（（（
（

。
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以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
上
院
内
の
少
数
党

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
、
反
多
数
主
義
・
反
民
主
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
一
概

に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）（（（
（

。

　

②
前
記
⑴
②
に
対
し
て
は
、
上
院
は
下
院
と
異
な
り
、
も
と
も
と
徹
底
し
た
討
論
を
要
求
す
る
組
織
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー

も
、
上
院
の
創
設
以
来
行
使
さ
れ
続
け
て
き
た
「
上
院
の
特
徴
（feature of the Senate

）」
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
フ
ィ
リ
バ
ス

タ
ー
は
、
上
院
の
歴
史
的
実
践
〔historical practice

〕
と
い
う
観
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
）
と
い
う
反
論
が
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
、
フ
ィ
リ

バ
ス
タ
ー
違
憲
論
が
説
く
よ
う
に
、
上
院
の
伝
統
な
い
し
文
化
が
認
め
て
き
た
の
は
、
討
論
の
継
続
あ
る
い
は
実
質
的
な
審
議
を
要

求
す
る
た
め
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
か
か
る
伝
統
・
文
化
が
、
党
派
的
理
由
か
ら
多
数
党
の
議
事
進
行
を
挫
く
た
め
だ
け
に

行
わ
れ
る
現
代
の

0

0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
ま
で
も
を
正
当
化
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。「
歴
史
」
は
、
現
代
の
党
派
的
フ
ィ
リ
バ

ス
タ
ー
ま
で
を
是
認
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

③
承
認
手
続
に
お
け
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
大
統
領
の
任
命
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
前
記
⑴
③
⒜
の
主
張
に
対
し
て
は
、
憲
法

上
、
任
命
権
は
大
統
領
が
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
承
認
権
は
あ
く
ま
で
も
上
院
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
承
認
を
め
ぐ
る

0

0

0

0

0

0

上
院
で
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
大
統
領
の
任
命
権
を
侵
害
す
る
と
は
い
え
な
い
、
と
の
反
論
が
あ
り
う
る
。
他
方
、
被
指
名
者
の
適

格
等
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
政
府
機
能
を
弱
め
る
（im

pair

）
こ
と
を
狙
っ
た
党
派
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
よ
っ

て
承
認
手
続
が
執
拗
に
妨
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
在
任
者
な
し
に
は
政
府
機
能
が
実
現
さ
れ
な
い
重
要
な
公
職
ポ
ス
ト
が
空

席
と
な
る
よ
う
な
場
合）（（（
（

、
か
か
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
、
大
統
領
の
執
行
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
違
憲
と
解
す
る
余
地
は
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る）（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
承
認
手
続
に
お
け
る
一
定
の

0

0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
大
統
領
の
執
行
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
前
記

⑴
③
⒝
の
主
張
は
、
基
本
的
に
是
認
で
き
る
。

　

⑶　

限
定
的
違
憲
説

　

以
上
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
、
一
般
的
・
抽
象
的
に
違
憲
か
合
憲
か
に
振
り
分
け
る
こ
と
は
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で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
分
極
化
の
進
む
現
在
の
議
会
に
お
い
て
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
確
か
に
議
会
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
う
上
院
内
少
数
党
が
、
全
国
レ

ベ
ル
で
は
「
多
数
派
」
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
上
院
内
多
数
党
以
上
に
民
主
的
正
統
性
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
う
る
し）（（（
（

（
こ
の
点

で
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
、
常
に
「
反
多
数
派
主
義
的
な
難
点
」
を
指
摘
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
）、
少
数
党
に
よ
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
、

法
案
や
承
認
人
事
に
関
す
る
実
質
的
討
議
を
担
保
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
政
党
間
の
討
議
と
生
産
的
な

0

0

0

0

緊
張
に
よ
っ
て
、
我
々
の
代

表
は
、
最
も
真
な
る
意
味
に
お
い
て
「
代
表
」
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
党
派
的
選
好
を
そ
の
ま
ま
政
策
に
「
反
映
」
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、「
議
会
」
と
し
て
の
一
つ
の
意
思
―
―
全
国
民
の
意
思
―
―
を
「
形
成
（shape

）」
し
、
こ
れ
を
政
策
と
結
び
付
け
る

べ
き
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
点
で
、
多
数
党
の
独
善
的
な
議
事
運
営
に
対
し
て
、
少
数
党
な
い
し
少
数
派
が
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
い
う
手
段

を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
さ
え
い
え
る）（（（
（

。
ま
た
、
討
論
の
た
め
の

0

0

0

0

0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
上
院

の
伝
統
・
文
化
に
よ
っ
て
長
く
是
認
さ
れ
、
あ
る
い
は
要
請
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る）（（（
（

。
そ
う
す
る
と
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が

「
違
憲
」
と
評
価
さ
れ
う
る
の
は
、
実
質
的
な
討
議
ま
た
は
さ
ら
な
る
討
論
を
要
求
す
る
た
め
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
党
派
的
な
理

由
か
ら
、
多
数
党
に
よ
る
議
事
進
行
を
阻
害
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
限
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
限
定
的
違
憲

説
））

（（（
（

。
他
方
で
、
先
述
の
よ
う
に
、
討
論
の
た
め
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
法
案
に
含
ま
れ
る
憲
法
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
、

議
会
が
憲
法
解
釈
者
と
し
て
の
役
割
を
着
実
に
果
た
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
数
党
に
よ
る
「
誠
実
」
な
フ
ィ
リ

バ
ス
タ
ー
は
、
議
会
に
お
け
る
憲
法
的
再
考
な
い
し
審
査

0

0

0

0

0

0

0

（constitutional review

）
を
促
す
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
合
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
し
て
保
護
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

か
く
し
て
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
は
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
分
極
化
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
よ
う
な
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
、

上
院
の
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
合
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
に
問
題

と
な
る
の
は
、
前
者
す
な
わ
ち
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
い
か
に
し
て
統
制
す
る
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
分
極
化
の
弊
害
を
い
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か
に
抑
制
し
、
議
会
を
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
戻
す
か
、
と
い
う
論
点
と
密
接
に
関
連
し
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

３　

違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
統
制

　

⑴　

裁
判
所
に
よ
る
直
接
的
な
統
制

　

違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
統
制
す
る
手
法
と
し
て
最
初
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
所
に
よ
る
直
接
的
な
統
制
で
あ
る
。
実
際
、

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
立
法
行
為
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
最
近
、
①
政
府
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
と
選
挙
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
非
営
利
団
体
、
②
四
人
の
民
主
党
下
院
議
員
、
③
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
通
過
が
阻
ま
れ
て
い
る
移
民

制
度
改
革
法
か
ら
恩
恵
を
受
け
う
る
三
人
の
移
民
が
、
上
院
議
長
で
あ
る
バ
イ
デ
ン
（Joseph Robinette Biden, Jr.

）
副
大
統
領

ら
を
相
手
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
排
除
に
特
別
多
数
を
要
求
す
る
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
は
多
数
決
原
理
に
反
し
、
違
憲
で
あ
る
と

す
る
宣
言
的
判
決
（declaratory judgm

ent
）
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
訴
え
に
対
し
て
、
連
邦
地
裁）（（（
（

は
、「
第
一
一
一
議
会
の
間
に
、
下
院
を
通
過
し
た
四
〇
〇
以
上
の
法
案
が
、
…
…
上

院
規
則
二
二
条
〔
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
〕
が
要
求
す
る
六
〇
票
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
審
議
ま
た
は
投
票
も
さ
れ
ず
に
上

院
で
死
滅
し
た
（died in the Senate

）」
と
し
、
現
在
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
問
題
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
⒜
上
記
①
か
ら
③
の
原

告
ら
が
い
ず
れ
も
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
（
例
え
ば
前
記
②
の
議
員
ら
は
、
上
院
で
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
下
院
に
お
け

る
投
票
を
無
効
化
す
る
こ
と
で
「
損
害
を
受
け
た
（injured

）」
な
ど
と
主
張
し
た
が
、
連
邦
地
裁
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
）、
⒝
本
件
は

司
法
判
断
適
合
性
を
欠
く
「
政
治
問
題
（non-justiciable political question

））
（（（
（

」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
却
下
し
た
。
本
判
決
に

よ
れ
ば
、「
明
確
な
憲
法
上
の
制
約
が
な
け
れ
ば
、
…
…
こ
の
権
力
分
立
の
下
、
審
議
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
規
則
を
決
定
す
る
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は0

、
裁
判
所
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

、
上
院
で
あ
る

0

0

0

0

0

」
と
さ
れ
る
。

　

本
判
決
は
、
仮
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
肯
定
さ
れ
る
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
て
も
、
本
判
決
の
い
う
政
治
問
題
の
法
理
や
、
議
院
規
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則
制
定
権
（
合
衆
国
憲
法
一
条
五
節
二
項
）
等
か
ら
導
出
さ
れ
る
議
院
自
律
権
な
ど
か
ら
、
裁
判
所
が
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
や
こ
れ
を
制

度
上
担
保
す
る
上
院
規
則
の
違
憲
性
を
直
接
審
査
・
判
断
す
る
こ
と
の
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）（（（
（

。

　

⑵　

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
―
―
選
挙
に
よ
る
統
制
・
民
主
主
義
的
統
制

　

次
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
透
明
性
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
、
有
権
者
が
選
挙
―
―
投
票
箱
―
―
を
通
じ
て
違
憲
の

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
断
罪
す
る
と
い
う
手
法
が
考
え
ら
れ
る
（
民
主
主
義
的
統
制
。
こ
の
場
合
、
選
挙
が
「
違
憲
審
査
」
の
役
割
を
果
た

す
）。
た
だ
、
こ
れ
に
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
状
況
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
可
視
化
さ
れ
、
有
権
者
に
「
説
明
」
さ
れ
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
の
点
、
ガ
ー
ハ
ー
ト
（M

ichael J. Gerhardt

）
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
う
者
に
、
そ
の
理
由
な
い
し
正
当
化
を
公

の
場
で
説
明
す
る
こ
と
制
度
上
要
求
す
る
「
饒
舌
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
（talking filibuster

）」
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る）（（（
（

。
こ
れ

は
、
有
権
者
に
対
し
て
、
当
該
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
違
憲
的
な
も
の
か
合
憲
的
な
も
の
か
を
判
断
す
る
た
め
の
材
料
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
説
明
」
の
コ
ス
ト
を
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
実
行
者
に
課
す
こ
と
で
、
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
抑
止
す
る

効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う）（（（
（

。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
お
そ
ら
く
は
最
も
穏
当
な
統
制
手
法
と
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
劇

的
な
効
果
は
望
め
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、〝
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
政
治
的
・
政
策
的
に
望
ま
し
い
か
〟
で
は
な
く
、

そ
れ
が
〝
違
憲
か
合
憲
か
〟
と
い
う
指
標
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
選
挙
の
意
義
や
有
権
者
の
意
識
が
変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
果
た
し
て
有
権
者
に
同
判
断
が
可
能
か
、
ま
た
、
実
行
者
が
、
自
ら
の
起
こ
し
た
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
正
当
性
に
つ
い
て
、
党

派
的
に
で
は
な
く
客
観
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
（
そ
も
そ
も
現
状
に
お
い
て
も
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー

は
少
な
か
ら
ず
説
明
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

）。

　

⑶　

議
事
手
続
の
変
更

　

さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
な
い
し
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
に
関
す
る
上
院
規
則
等
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス

タ
ー
を
統
制
す
る
と
い
う
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
現
在
、
①
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
（tw

o-track-system

）
の
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廃
止
や
、
②
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
成
立
要
件
の
段
階
的
緩
和
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

①
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
廃
止　
　

一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
上
院
で
は
、
あ
る
議
案
が
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
さ
れ
て

い
る
間
に
も
、
議
場
で
別
の
議
案
を
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
が
認
め
ら
れ
、
多
数
党
院
内
総
務
は
、

少
数
党
が
あ
る
議
案
に
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
う
意
思
を
示
し
た
と
き
は
、
当
該
議
案
を
実
質
的
な
審
議
に
か
け
ず
、「
セ
カ
ン

ド
・
ト
ラ
ッ
ク
」
に
お
い
て
他
の
議
案
の
審
議
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
）。
こ
れ
に

よ
り
、
一
つ
の
議
案
に
対
す
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
、
多
数
党
の
残
り
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
も
脱
線
・
頓
挫
さ
せ
る
リ
ス
ク
は
減
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
少
数
党
が
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
う
コ
ス
ト
な
い
し
ハ
ー
ド
ル
（
議
場
に
居
座
り
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
連
す
る
労
力
や
、
注
目
を
浴
び
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
）
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（（
（

。
議
案

の
反
対
者
（
少
数
党
）
は
、
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、「
人
目
を
引
く
よ
う
な
か
た
ち
で
、
自
ら
を
妨
害
者

と
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
よ
う
に
コ
ス
ト
が
減
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
フ
ィ

リ
バ
ス
タ
ー
を
例
外
的
な
手
段
と
捉
え
る
理
由
が
な
く
な
」
り
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
常
態
化
し
た
と
さ
れ
る）（（（
（

。
近
年
は
、
こ
の
よ

う
な
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
再
び
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
、
そ
の
行
使
の
あ
り
方
を

統
制
し
よ
う
と
い
う
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る）（（（
（

。

　

②
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
成
立
要
件
の
段
階
的
緩
和　
　

こ
れ
は
、
あ
る
議
案
に
対
す
る
一
回
目
の
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
に
お
い
て
は
、
そ
の

成
立
に
、
現
行
の
手
続
と
同
様
、
六
〇
票
の
特
別
多
数
を
求
め
る
が
、
当
該
議
案
に
対
し
、
再
度
あ
る
い
は
再
再
度
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー

が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
漸
次
そ
の
成
立
要
件
を
引
き
下
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
要
件
を
厳
格
化
し
て
お
く

こ
と
で
、
多
数
党
が
少
数
党
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
制
度
的
に
担
保
し
つ
つ
、
二
回
目
以
降
の
成
立
要
件
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
る
こ
と
で
、
妨
害
の
み
を
狙
っ
た
少
数
党
に
よ
る
無
制
限
の
引
き
伸
ば
し
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
る）（（（
（

。

　

前
記
①
に
つ
い
て
は
、
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
抑
止
す
る
有
効
な
手
法
に
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
分
極
化
し
た
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政
治
状
況
の
下
で
、
果
た
し
て
両
党
が
こ
の
よ
う
な
議
事
手
続
な
い
し
上
院
規
則
の
改
正
に
同
意
で
き
る
か
、
疑
問
が
な
い
で
は
な

い
。
分
極
化
し
た
政
治
が
、
自
ら
そ
の
分
極
化
を
解
消
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、
第
一
一
三
議
会
（
二
〇
一
三
年
～
）
の
初
め

に
、
両
党
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
行
使
を
統
制
す
る
た
め
の
一
定
の
手
続
変
更
に
同
意
し
た
が
、
結
局
、
そ
の
変
更
は
極
め
て

「
限
定
的
（lim

ited

）」）
（（（
（

で
、「
穏
当
（m

odesty

）」）
（（（
（

な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
し
か
も
、
こ
の
変
更
は
第
一
一
三
議
会
の
み

に
適
用
さ
れ
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
）。
多
数
党
院
内
総
務
で
あ
る
リ
ー
ド
（H

arry M
ason Reid

）
は
、
第
一
一
三
議
会
の
開
会
前

は
、
議
事
進
行
を
合
理
化
す
る
よ
り
大
胆
な
変
更
を
望
ん
で
い
た
が
、
最
終
的
に
実
現
さ
れ
た
変
更
は
、「
妨
害
す
る
少
数
党
の
権

限
を
、
ほ
と
ん
ど
制
限
で
き
て
い
な
い
」）

（（（
（

と
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

前
記
②
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
の
成
功
に
特
別
多
数
を
課
す
こ
と
で
、
多
数
党
に
よ
る
一
方
的
な
議
事
進
行
は
抑

止
さ
れ
る
と
し
て
も
、
順
次
そ
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
複
数
回
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
を
（
形
式
的
に
）
提
出
し
さ
え
す
れ
ば
、
結

局
、
少
数
党
の
見
解
を
無
視
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
要
件
の
段
階
的
緩
和
と
い
う
手
法
は
、
先
述
し
た
合
憲

の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
ま
で
を
広
範
に
排
斥
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
党
派
化
し
た
上
院
自
身
の
手
に
な
る

制
度
改
革
に
は
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
統
制
す
る
た
め
に
有
効
な
改
革
は
実
現
さ
れ
ず
、

有
効
性
を
欠
く
「
改
革
」
の
み
が
実
現
さ
れ
る
、
と
い
う
事
態
が
予
想
さ
れ
る
）。

　

⑷　

他
機
関
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
付
与
―
―
マ
デ
ィ
ソ
ン
流
解
決

　

最
後
に
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
的
権
力
分
立
観
に
基
づ
く
統
制
手
法
、
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
他
権
と
の
「
抑
制
と
均
衡

（checks and balances

）」）
（（（
（

を
利
用
し
た
統
制
が
考
え
ら
れ
る
。

　

①　
「
休
会
」
任
命

　

人
事
の
承
認
手
続
に
対
す
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
限
定
さ
れ
る
が
、
実
際
に
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
他
権
に
よ
る
対
抗
的
措
置

と
し
て
、
大
統
領
に
よ
る
「
休
会
任
命
（recess appointm

ent

）」
が
あ
る
。
合
衆
国
憲
法
二
条
二
節
三
項
は
、「
大
統
領
は
、
上
院
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の
休
会
中
（during the Recess

）
に
生
じ
る
（happen

）
全
て
の
欠
員
を
補
充
す
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
辞
令
は
、

次
の
会
期
の
終
わ
り
に
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
」）

（（（
（

と
規
定
し
て
お
り
、「
休
会
」
中
に
欠
員
補
充
の
た
め
の
任
命
を
行
う
大
統
領

の
権
限
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
上
院
内
少
数
党）（（（
（

が
、
被
指
名
者
の
適
格
等
に
対
す
る
疑
義
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
政
府
機
能
の

弱
体
化
を
図
る
な
ど
の
党
派
的
理
由
か
ら
、
承
認
人
事
に
対
し
執
拗
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
か
け
、
い
わ
ゆ
る
「
形
式
上
の
開
会

（pro form
a session

）」
―
―
大
統
領
に
よ
る
休
会
任
命
権
の
行
使
を
阻
む
目
的
で
、
三
日
ご
と
に
議
員
が
意
味
も
な
く
議
場
に
入

る
な
ど
し
て
開
会
中
を
装
う）（（（
（

―
―
を
仕
組
ん
で
重
要
な
公
職
ポ
ス
ト
の
欠
員
・
空
席
を
長
期
化
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
大
統
領

が
、
会
期
内0

（intrasession
）
の
「
休
会
」
を
利
用
し
て
、
同
職
ポ
ス
ト
の
任
命
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
統

領
の
「
対
抗
」
を
憲
法
上
肯
定
す
る
こ
と
で
、
少
数
党
が
、
党
派
的
妨
害
の
限
界
を
自
覚
し
、
人
事
案
件
を
巡
る
実
質
的
討
議
に
参

加
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）（（（
（

（
逆
に
、
こ
う
し
た
休
会
任
命
を
認
め
な
け
れ
ば
、
少
数
党
に
よ
る
党
派

的
妨
害
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
少
数
党
に
よ
る
絶
対
的
拒
否
権
と
化
し
て
し
ま
う
）。

　

実
際
、
オ
バ
マ
（Barack H

ussein O
bam

a, Jr.
）
大
統
領
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
四
日
に
、
右
の
休
会
任
命
権
限
を
行
使
し
て
、

全
米
労
働
関
係
委
員
会
（N
ational Labor Relations Board, N

LRB

）
の
三
名
の
委
員
と
、
新
設
の
消
費
者
金
融
保
護
委
員
会

（Consum
er Financial Protection Bureau, CFPB

）
の
委
員
長
を
任
命
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
任
命
が
な
さ
れ
た
時
期
が
、
先

述
し
た
「
形
式
上
の
開
会
」
に
よ
り
（
三
日
に
満
た
な
い
ほ
ど
の
）「
会
期
内
」
休
会
―
―
こ
れ
は
、
よ
り
一
般
的
に
行
わ
れ
る
、
会

期
と
会
期
の
間
の
会
期
間0

（intersession

）
休
会
と
区
別
さ
れ
る
―
―
の
中
で
な
さ
れ
た
任
命
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
憲
法
二

条
二
節
二
項
の
い
う
「
休
会
（the Recess

）」
中
の
任
命
に
は
該
当
せ
ず
、
無
効
な
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
同
任
命
に
よ
り
就
任
し
た
委
員
で
構
成
さ
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
決
定
の
有
効
無
効
を
争
う
労
働
関
連
事
件
（Canning v. 

N
LRB

））
（（（
（

の
中
で
、
か
か
る
「
休
会
」
任
命
の
有
効
性
も
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

特
別
区
連
邦
控
訴
裁
は
、
本
件
に
お
い
て
、
憲
法
典
の
文
言
と
原
意
を
重
視
す
る
形
式
的
な
解
釈）（（（
（

を
行
い
、
①
定
冠
詞
“the

”が
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付
さ
れ
た
憲
法
二
条
二
節
二
項
の
「
休
会
（the Recess

）」
は
、
会
期
内
の
一
般
的
な
休
み
を
表
す
の
で
は
な
く
、
特
定
の

0

0

0

休
会
、

す
な
わ
ち
、
会
期
と
会
期
の
間
の
「
会
期
間
休
会
」
の
み
を
意
味
す
る
こ
と）（（（
（

、
②
起
草
時
の
歴
史
（
当
時
の
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
憲

法
な
ど
を
参
照
）
も
こ
う
し
た
解
釈
を
支
持
す
る
こ
と）（（（
（

、
③
同
項
の
「
生
じ
る
（happen

）」
と
い
う
文
言
は
、「
偶
然
に
」
と
い
っ

た
意
味
を
含
む
た
め
、
休
会
以
前
か
ら
存
在
し
、
休
会
中
に
も
引
き
続
き
生
じ
て
い
る
欠
員

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
は
な
く
、
休
会
中
に

0

0

0

0

（
た
ま
た
ま

0

0

0

0

）

生
じ
た
欠
員

0

0

0

0

0

の
み
を
意
味
す
る
こ
と）（（（
（

な
ど
を
理
由
に
、
会
期
内
の
休
会
中
に
な
さ
れ
、
か
つ
既
に
生
じ
て
い
た
欠
員
を
埋
め
る
た
め

に
行
わ
れ
た
本
件
任
命
を
、
憲
法
上
の
休
会
任
命
権
の
適
切
な
行
使
に
当
た
ら
ず
、
無
効
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く
会
期
内
休
会
任
命
を
扱
っ
た
こ
れ
ま
で
の
連
邦
控
訴
裁
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
有
効
と
す
る
判
断
を
下

し
て
い
る）（（（
（

。
特
に
、
第
一
一
巡
回
区
控
訴
裁
に
よ
るEvans v. Stephens

事
件
判
決
（
二
〇
〇
四
年
））

（（（
（

は
、
機
能
的
な
憲
法
解
釈

か
ら
、
①
休
会
任
命
条
項
の
主
た
る
目
的
は
、
あ
く
ま
で
「
大
統
領
に
よ
る
欠
員
補
充
を
可
能
に
し
て
、
政
府
の
適
切
な
機
能
を
保

証
（assure

）
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
し
、
こ
の
目
的
は
、「
会
期
内
休
会
も
会
期
間
休
会
も
、
ど
ち
ら
も
本
条
項
の
適
切
な
範
囲

に
含
む
と
す
る
解
釈
を
支
持
す
る
」）（（（
（

と
述
べ
た
。
ま
たEvans

判
決
は
、
②
こ
れ
ま
で
、
一
二
人
の
大
統
領
が
二
八
五
回
を
超
え

る
会
期
内
休
会
任
命
を
行
っ
て
い
る
こ
と）（（（
（

、
③
会
期
中
に
生
じ
た
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
公
職
者
に
賃
金
の
支
払
い

を
要
求
す
る
連
邦
法
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
議
会
は
、
少
な
く
と
も
黙
示
的
に
、
既
存
の
欠
員
を
補
充
す
る
休
会
任
命
に
も
同
意

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と）（（（
（

な
ど
か
ら
、Canning
事
件
と
類
似
し
た
状
況
下
で
行
わ
れ
た
休
会
任
命
の
有
効
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

　

Canning

判
決
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
批
判
の
他
、
そ
も
そ
も
憲
法
起
草
時
の
統
治
構
造
と
、
政
党
間
‐
分
極
化
の
動
き
を
無

視
で
き
な
い
現
在
の
統
治
構
造
と
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
り）（（（
（

、
休
会
任
命
条
項
に
つ
い
て
文
言
や
原
意
に
固
執
し
た
解
釈
を
行
う

の
は
不
合
理
で
あ
る
、
と
い
っ
た
批
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
政
府
機
能
の
維
持
に
不
可
欠
な
公
職
ポ
ス
ト
が
長
く
空
席
と
な

る
よ
う
な
場
合
―
―
大
統
領
の
執
行
権
や
「
配
慮
」
義
務
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
（
三
２
⑴
③
参
照
）
―
―
に
、
大
統
領
が
休
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会
任
命
権
を
行
使
し
て
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（「
形
式
上
の
開
会
」
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
会
期

「
内
」
休
会
に
お
け
る
任
命
も
許
容
さ
れ
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）。
実
際
に
、
先
述
し
た
オ
バ
マ
大
統
領
の
休
会
任
命
を
動
機
付
け

た
の
は
、
そ
の
指
名
に
対
す
る
共
和
党
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
大
統
領
に
、
こ
の
よ
う
な
対
抗
手
段）（（（
（

を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
際
限
な
き
党
派
的
妨
害
を
行
う
側
に
そ
の
戦
略
の
限
界
を
自
覚
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
討
議
の
ア
リ
ー
ナ

に
引
っ
張
り
出
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

②　

裁
判
所
に
よ
る
間
接
的
な
統
制

　

他
権
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
付
与
と
い
う
点
で
、
最
高
裁
が
、
多
数
党
と
少
数
党
が
相
互
に
尊
重
し
な
が
ら
当
該
議
案
に
含

ま
れ
る
憲
法
問
題
等
に
つ
い
て
し
っ
か
り
討
議
し
て
い
た
場
合
に
、
か
か
る
結
果
に
つ
い
て
そ
の
合
憲
性
を
緩
や
か
に
審
査
す
る
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
多
数
党
に
よ
る
強
引
な
（
数
の
力
に
乗
じ
た
）
議
事
運
営
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
法
律
は
、

議
会
に
お
い
て
十
分
な
「
憲
法
審
査
」
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
が
、
厳
格
な
違
憲
審
査
を
通
じ
て
、

議
会
に
お
け
る
討
議
の
不
足
を
補
完
し
、
政
治
過
程
を
代
替
す
る
―
―
「
政
治
」
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
を
行
う
―
―
必
要
が
あ
る
。
他

方
で
、
多
数
党
が
少
数
党
の
見
解
に
も
敬
意
を
払
い
、
誠
実
な
姿
勢
を
も
っ
て
討
議
を
進
め
た
立
法
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
お
い
て

十
分
な
「
憲
法
審
査
」
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
最
高
裁
が
、
こ
の
よ
う
な
良
き
環
境
で
生
ま
れ

た
立
法
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
緩
や
か
に
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
党
が
少
数
党
の
見
解
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ヴ
を
高
め
、
結
果
的
に
、
少
数
党
に
よ
る
苛
烈
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
高

裁
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
〝
生
ま
れ
の
良
さ
〟
を
認
定
す
べ
き
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
例
え
ば
デ

ヴ
ィ
ン
ス
は
、
立
法
に
含
ま
れ
る
憲
法
問
題
に
関
し
て
実
施
さ
れ
た
公
聴
会
の
有
無
や
数
な
ど
が
、
議
会
で
「
憲
法
審
査
」
が
行
わ

れ
た
「
シ
グ
ナ
ル
」
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
が）（（（
（

、
こ
の
よ
う
な
「
シ
グ
ナ
ル
」
は
そ
れ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
無
論
、

詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
最
高
裁
は
、
法
令
の
違
憲
審
査
を
行
う
際
、
そ
の
立
法
が
制
定
さ
れ
た
実
際
の
政
治
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過
程
を
意
識
し
、
こ
れ
を
暗
黙
裡
に
審
査
基
準
な
い
し
審
査
密
度
に
反
映
さ
せ
て
き
た
は
ず
で
あ
り）（（（
（

、
今
後
、
こ
う
し
た
意
識
や
考

慮
を
法
理
（doctrine

）
と
し
て
練
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
議
会
が
、
分
極
化
し
た
政
党

の
単
な
る
総
和
で
は
な
く
、
一
つ
の
議
会

0

0

0

0

0

と
し
て
、
自
ら
の
憲
法
的
責
務
―
―
そ
れ
に
は
憲
法
解
釈
を
行
う
責
任
も
含
ま
れ
る
―
―

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い）（（（
（

。

四　

結
語
に
代
え
て

　

以
上
、
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
二
大
政
党
間
の
分
極
化
の
状
況
と
、
そ
れ
が
提
起
し
て
い
る
諸
問
題
を
概
観

し
、
そ
の
主
た
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
上
院
で
の
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
合
憲
性
を
巡
る
議
論
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
違0

憲
の
0

0

フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
の
統
制
手
法
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
分
極
化
に
よ
る
弊
害
を
緩
和
す
る
憲
法
論
の
可
能
性
を
模
索
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
と
っ
て
も
全
く
無
意
味
な
も
の
で
は
な

い
。
周
知
の
よ
う
に
、
我
が
国
で
も
、
五
五
年
体
制
の
終
焉
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
、
政
党
内
派
閥
の
影
響
力
低
下
、
党
内
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
同
質
化
な
ど
を
背
景
に
、
今
後
、
自
民
党
と
そ
の
対
立
政
党
と
の
間
で
分
極
化
や
激
し
い
党
派
的
対
立
が
生
じ
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、「
ね
じ
れ
国
会
」
が
提
起
し
た
数
々
の
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
は
、
い
ま
や
我
が
国
で
も
、
政

党
間
に
お
け
る
協
調
や
討
議
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
極
め
て
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
国

会
が
、「
全
国
民
」
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
立
法
機
関

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
、
そ
の
憲
法
的
責
務
を
果
た
せ
る
の
か
、
大
い
に
疑
問
と

な
る
。
こ
の
と
き
、
本
稿
で
検
討
し
た
分
極
化
を
巡
る
ア
メ
リ
カ
の
議
論
が
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
よ
り
一
般
的
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
議
論
は
、
我
が
国
に
お
け
る
違
憲
審
査
基
準
論
や
違
憲
審
査
の
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方
法
論
の
不
十
分
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
違
憲
審
査
基
準
論
と
は
、
結
局
、
ど
の
機
関
な
い
し
制
度
（
体
）

の
憲
法
解
釈
を
尊
重
す
べ
き
か
、
と
い
う
権
限
配
分
論
な
い
し
制
度
選
択
（institutional choice

）
論
に
帰
着
す
る
が）（（（
（

、
ガ
レ
ッ
ト

と
バ
ミ
ュ
ー
ル
（Elizabeth Garrett &

 A
drian V

erm
eule

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
は
、
各
機
関
の
構
造
や
機
能
、
意
思

決
定
過
程
を
、
一
定
程
度
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る）（（（
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
の
議
論
は
、
国
会
の

「
実
相
」
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
観
念
的
・
抽
象
的
な
国
会
像
を
前
提
に
、「
合
憲
性
の
推
定
」
や
「
立
法
裁
量
」
な
ど
を

語
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
後
、
我
が
国
の
「
唯
一
の
立
法
機
関
」
が
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
よ
う
に
「
分

極
化
」
し
た
と
き
、
そ
れ
で
も
な
お
、
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
審
査
の
手
法
は
不
変
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
よ
る

違
憲
審
査
権
の
行
使
は
、
現
実
の
政
治
過
程

0

0

0

0

0

0

0

の
変
化
か
ら
完
全
に
自
律
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、

裁
判
所
の
違
憲
審
査
の
あ
り
様
を
検
討
す
る
上
で
、
国
会
や
内
閣
に
関
す
る
制
度
的
考
察
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
党
間
‐

分
極
化
に
触
発
さ
れ
た
近
年
の
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
論
は
、
こ
の
、
極
め
て
基
本
的
な
問
題
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（
（
）　

Ａ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
＝
Ｊ
・
ジ
ェ
イ
＝
Ｊ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
斎
藤
眞
＝
中
野
勝
郎
訳
）『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』（
岩
波
書
店
、
一
九

九
九
年
）
五
四
頁
。

（
2
）　

ハ
ミ
ル
ト
ン
他
・
前
掲
注
（
１
）
五
二
‐
六
六
頁
（
第
一
〇
篇
）
及
び
二
三
六
‐
二
四
五
頁
（
第
五
一
篇
）
参
照
。
訳
者
に
よ
れ
ば
、

原
文
で
は
“faction

”と
“party

”は
「
ほ
と
ん
ど
同
義
異
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
」
お
り
、「
党
派
」
は
政
党
内0

派
閥
で
は
な
く
、
政
党

そ
れ
自
体
を
表
現
す
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
同
上
六
六
頁
）。

（
（
）　

ハ
ミ
ル
ト
ン
他
・
前
掲
注
（
１
）
五
二
頁
。

（
4
）　

待
鳥
聡
史
『〈
代
表
﹀
と
［
統
治
﹀
の
ア
メ
リ
カ
政
治
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
八
頁
（Farew

ell A
ddress, Septem

ber 
（（, （7（（

を
引
用
）。
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（
（
）　
「
政
党
」
と
「
党
派
」
と
の
関
係
に
つ
き
、
前
掲
注
（
２
）
参
照
。

（
（
）　

ハ
ミ
ル
ト
ン
他
・
前
掲
注
（
１
）
五
六
頁
。

（
7
）　

デ
ィ
キ
シ
ー
ク
ラ
ッ
ト
と
は
、「
南
部
（D

ixieland

）」
と
「
民
主
党
員
（D

em
ocrat

）」
と
を
掛
け
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
一
般
に
、

公
民
権
政
策
に
反
対
す
る
南
部
保
守
系
民
主
党
議
員
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
8
）　

教
科
書
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
つ
い
て
一
般
的
な
解
説
を
加
え
る
も
の
に
、
参
議
院
憲
法
調
査
会
事
務
局
『
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
憲
法
概
要
』
参
憲
資
料
第
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
政
党
の
果
た
す
役
割
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
ほ
ど
に
は
大
き
く
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
上
七
頁
。

（
（
）　See e.g., S

ea
n N

. T
h

erla
u

lT, P
a

rT
y P

o
la

riza
T

io
n in C

o
n

greSS (2008); Richard L. H
asen, E

nd of the D
ialogue? 

Political Polarization, the Suprem
e Court, and Congress, 8（ S. C

a
l. l. r

ev. 20（ (20（（); Pam
ela S. K

arlan, Forew
ord: 

D
em

ocracy and D
isdain, （2（ h

a
rv. L. R

ev. （, （（ (20（2); N
eal D

evins, P
arty P

olarization and C
ongressional 

Com
m

ittee Consideration of Constitutional Q
uestions, （0（ N

w. U
. L. R

ev. 7（7 (20（（); M
atthew

 N
. Beckm

ann &
 

A
nthony J. M

cGann, N
avigating the Legislative D

ivide: Polarization, Presidents, and Policym
aking in the U

nited 
States, 20 J. T

h
eo

reT
iCa

l P
o

l. 20（ (2008); D
aryl J. Levinson &

 Richard H
. Pildes, Separation of Parties, N

ot Pow
ers, 

（（（ H
a

rv. L. R
ev. 2（（（, 2（（（-2（（（ (200（).　

邦
語
文
献
と
し
て
、
五
十
嵐
武
士
＝
久
保
文
明
編
『
ア
メ
リ
カ
現
代
政
治
の
構
図
―
―

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
そ
の
ゆ
く
え
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
（0
）　

レ
ビ
ン
ソ
ン
＝
ピ
ル
デ
ィ
ス
は
、「
現
実
の
民
主
主
義
を
構
造
化
し
、
政
治
的
言
説
を
支
配
し
て
い
る
党
派
的
政
争
は
、
こ
の
〔
マ

デ
ィ
ソ
ン
の
描
い
た
〕
像
か
ら
完
全
に
逸
脱
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。Levinson &

 Pildes, supra note （, at 2（（4.

（
（（
）　See e.g., K
enneth A

. Shepsle, D
ysfunctional Congress?, 8（ B. U

. L. R
ev. （7（ (200（).　

他
方
、「
機
能
不
全
」
と
の
評
価

を
批
判
的
に
吟
味
す
る
も
の
と
し
て
、Barbara Sinclair, Q

uestion: W
hatʼs W

rong w
ith Congress? A

nsw
er: Itʼs a D

em
o

cratic Legislature, 8（ B. U
. L. R

ev. （87 (200（).

（
（2
）　See generally T

h
o

m
a

S m
a

n
n &

 n
o

rm
a

n o
rn

ST
ein, T

h
e B

ro
k

en B
ra

n
Ch (200（).

（
（（
）　

三
３
⑷
①
参
照
。

（
（4
）　See H

asen, supra note （, at 2（（.
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（
（（
）　
「
衆
議
院
事
務
総
長
の
回
想
」
と
い
う
か
た
ち
で
五
五
年
体
制
を
振
り
返
る
も
の
に
、
谷
福
丸
（
赤
坂
幸
一
＝
中
澤
俊
輔
＝
牧
原
出

編
著
）『
議
会
政
治
と
五
五
年
体
制
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
（（
）　

自
民
党
に
お
け
る
「
執
行
部
独
裁
」
を
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
と
、
党
内
の
「
派
閥
」
崩
壊
と
関
連
付
け
て
論
ず
る
も
の
に
、「
誰

も
止
め
ら
れ
ぬ
『
安
部
独
走
』」
選
択
三
九
巻
一
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
八
頁
以
下
参
照
。

（
（7
）　

高
見
勝
利
『
政
治
の
混
迷
と
憲
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
（8
）　

カ
ー
ラ
ン
は
、「
我
々
は
過
度
に
分
極
化
し
た
、
醜
い
党
派
性
（ugly partisanship

）
の
時
代
に
住
ん
で
い
る
」
と
述
べ
る
。

K
arlan, supra note （, at （（. 

（
（（
）　See John C. Roberts, G

ridlock and Senate R
ules, 88 n

o
T

re D
a

m
e L. r

ev. 2（8（, 2（（0 (20（（).

（
20
）　D

evins, supra note （, at 7（（.　

そ
の
他
、
前
掲
注
（
（
）
に
掲
げ
た
諸
論
攷
を
参
照
。

（
2（
）　Ezra K

lein, 14 R
easons W

hy T
his Is the W

orst Congress E
ver, July （（, 20（2 (http://w

w
w

.w
ashingtonpost.

com
/blogs/w

onkblog/w
p/20（2/07/（（/（（-reasons-w

hy-this-is-the-w
orst-congress-ever/).

（
22
）　See FranitaT

olson, Congressional G
ridlock as State E

m
pow

erm
ent, 88 n

o
T

re D
a

m
e L. r

ev. 22（7, 22（（ (20（（).

（
2（
）　Roberts, supra note （（, at （（.

（
24
）　See T

h
o

m
a

S m
a

n
n &

 n
o

rm
a

n o
rn

ST
ein, iTʼS e

v
en w

o
rSe T

h
a

n iT l
o

o
k

S 4（ (20（2).

（
2（
）　See Roberts, supra note （（, at 2（（（-2（（（. 
さ
ら
に
、
松
橋
和
夫
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
上
院
に
お
け
る
立
法
手
続
」
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
平
成
一
六
年
五
月
号
八
‐
九
頁
参
照
。

（
2（
）　See e.g., D

evins, supra note （, at 7（8.

（
27
）　Id. at 772.

（
28
）　Id. at 777.

（
2（
）　See H

asen, supra note （, at 24（-247.

（
（0
）　Richard Pearson, E

xG
ov. G

eorge C. W
allace D

ies at 79, w
a

Sh. P
o

ST, Sept. （4, （（（8, at A
（.

（
（（
）　See N

eal D
evins, W

hy Congress D
id N

ot T
hink A

bout the Constitution W
hen E

nacting the A
ffordable Care A

ct, 
（0（ n

w. u
. l. r

ev. C
o

llo
q

u
y 2（（, 2（（ (20（2).
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（
（2
）　

待
鳥
・
前
掲
注
（
４
）
二
〇
‐
二
四
頁
参
照
。
ア
メ
リ
カ
の
二
大
政
党
制
に
つ
い
て
は
、
岡
山
裕
『
ア
メ
リ
カ
二
大
政
党
制
の
確

立
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。　

（
（（
）　

待
鳥
聡
史
「
分
極
化
の
起
源
と
し
て
の
議
会
改
革
」
五
十
嵐
＝
久
保
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
七
七
頁
。

（
（4
）　See D

evins, supra note （0, at 2（（.
（
（（
）　

廣
瀬
淳
子
「
連
邦
議
会
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
極
化
」
五
十
嵐
＝
久
保
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
六
頁
。

（
（（
）　
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
は
、「
課
税
か
ら
の
自
由
」
と
「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
す
る
保
守
主
義
の
草
の
根
運
動
で
あ
る
が
、
共

和
党
候
補
者
の
選
挙
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
共
和
党
内
に
強
い
影
響
力
を
行
使
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
白
人
中
流
層
が
主
た
る
支
持
者
に

な
っ
て
お
り
、
右
理
念
の
実
現
の
た
め
、
共
和
党
議
員
に
対
し
非
妥
協
的
態
度
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
。
渡
部
恒
雄
『
最
新
版
「
今
の
ア

メ
リ
カ
」
が
わ
か
る
』（
三
笠
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
八
‐
一
六
一
頁
参
照
。

（
（7
）　

予
備
選
挙
に
関
す
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
西
川
賢
「
民
主
的
選
挙
の
民
主
化
：
ア
メ
リ
カ
」
岩
崎
正
洋
編
『
選
挙
と
民
主
主

義
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
七
頁
以
下
参
照
。

（
（8
）　

渡
部
・
前
掲
注
（
（（
）
一
五
〇
頁
参
照
。See H

asen, supra note （, at 2（4.

（
（（
）　See D

evins, supra note （, at 7（（-7（7. 

廣
瀬
淳
子
『
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
』（
公
人
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
六
六
‐
一
六
七
頁
参

照
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
の
委
員
会
制
度
改
革
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
村
泰
雄
『
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九

二
年
）
一
〇
五
‐
一
四
三
頁
参
照
。

（
40
）　

た
だ
し
、「
実
際
の
選
任
は
、
依
然
と
し
て
年
功
に
よ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
廣
瀬
・
前
掲
注
（
（（
）

一
六
七
頁
。

（
4（
）　

待
鳥
・
前
掲
注
（
４
）
六
三
頁
。

（
42
）　

待
鳥
・
前
掲
注
（
４
）
六
一
‐
七
一
頁
参
照
。

（
4（
）　See D

evins, supra note （, at 7（7.

（
44
）　See id. at 7（7-7（8. 

廣
瀬
・
前
掲
注
（
（（
）
一
七
〇
頁
、
山
本
龍
彦
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
と
『
ね
じ
れ
』
の
憲
法
論
―
―
下
院

議
長
の
役
割
と
議
事
妨
害
に
関
す
る
最
近
の
議
論
を
中
心
に
」
衆
議
院
調
査
局
・
別
冊RESA

RCH
 BU

REA
U

論
究
一
〇
号
（
二
〇

〇
八
年
）
六
三
頁
参
照
。
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（
4（
）　See D

evins, supra note （, at 7（7.
（
4（
）　See id. at 7（（.

（
47
）　

点
呼
投
票
が
議
員
の
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、A

drian V
erm

eule, T
he Constitutional Law

 of Congressional 
Procedure, 7（ U

. C
h

i. l. r
ev. （（（, （7-40 (2004). 

（
48
）　See D

evins, supra note （, at 78（. 

ま
た
、
上
院
で
も
、
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
任
期
制
限
を
課
す
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
政
党
指
導
部
に
移
す
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。See id.

（
4（
）　

前
掲
注
（
（（
）
参
照
。

（
（0
）　See M

ichael J. T
eter, G

ridlock, Legislative Suprem
acy, and the Problem

 of A
rbitrary Inaction, 88 n

o
T

re D
a

m
e 

l. r
ev. 22（7, 222（ (20（（).

（
（（
）　See K

lein, supra note 2（.

（
（2
）　See T

olson, supra note 22, at 227（. 

合
衆
国
憲
法
は
、
連
邦
制
維
持
の
観
点
か
ら
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
立
法
を
再
考
さ
せ
る

た
め
に
、
複
数
の
「
行
き
詰
り
」
を
敢
え
て
構
造
化
し
て
い
る
。

（
（（
）　M

ichael J. Gerhardt, W
hy G

ridlock M
atters?, 88 n

o
T

re D
a

m
e l. r

ev. 2（07, 2（08 (20（（).

（
（4
）　N

ational Federation of Independent Business v. Sebelius, （（2 S. Ct. 2（（（ (20（2). 

コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
す
る
も
の
と
し

て
、
樋
口
範
雄
「
保
険
改
革
法
合
憲
判
決
」
樋
口
範
雄
他
編
『
ア
メ
リ
カ
法
判
例
百
選
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
三
四
頁
参
照
。

（
（（
）　See K

lein, supra note 2（.

（
（（
）　

ハ
ミ
ル
ト
ン
他
・
前
掲
注
（
１
）
二
三
六
‐
二
三
七
頁
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
政
府
に
属
す
る
相
異
な
る
権
力
が
そ
れ
ぞ

れ
明
確
に
区
別
さ
れ
て
行
使
さ
れ
る
―
―
こ
の
こ
と
が
自
由
の
維
持
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
万
人
の
等
し

く
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
―
―
た
め
の
妥
当
な
基
礎
と
し
て
、
各
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
意
思
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
し
た

が
っ
て
ま
た
、
各
部
門
の
成
員
は
、
他
部
門
の
成
員
の
任
命
に
は
で
き
る
だ
け
関
与
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
」（
傍
点
筆
者
）。
こ
の
文
章
の
含
意
に
つ
き
、Levinson &

 Pildes, supra note （, at 2（（7.

（
（7
）　See id. at 2（（（-2（2（.

（
（8
）　See Elena K

agan, Presidential A
dm

inistration, （（4 h
a

rv. l. r
ev. 224（, 2248-（0 (200（).
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（
（（
）　Josh Chafetz, Congressʼs Constitution, （（0 U

. P
a. l. r

ev. 7（（, 7（4 (20（2).

（
（0
）　

鈴
木
滋
「
米
本
土
に
お
け
る
基
地
機
能
の
移
転
・
再
編
と
地
域
及
び
環
境
へ
の
影
響
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
平
成
一
九
年
一
〇
月
号
六
七

頁
以
下
参
照
。

（
（（
）　See T

eter, supra note （0, at 222（.
（
（2
）　See Laurence T

ribe, G
am

es and G
im

m
icks in the Senate, N

.Y
. T

im
eS, Jan. （, 20（2, at 2（.

（
（（
）　See e.g., D

evins, supra note （, at 777; H
asen, supra note （, at 24（.

（
（4
）　

こ
れ
は
、
被
指
名
者
に
対
し
て
、
上
院
と
し
て
「
承
認
し
な
い
」
と
い
う
積
極
的
な
（
拒
絶
）
意
思
を
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
手
続
自
体
が
進
ま
ず
に
そ
の
よ
う
な
意
思
を
示
す
に
も
至
ら
な
い
「
不
作
為
」
状
態
を
意
味
す
る
（
前
者
で
あ
れ
ば
、
大
統

領
は
別
の
者
を
指
名
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
）。
こ
の
両
者
の
重
要
な
相
違
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、T

eter, supra note （0, at 
222（.

（
（（
）　M

atthew
 C. Stephenson, Can President A

ppoint Principal E
xecutive O

ffi
cers W

ithout a Senate Confirm
ation 

V
ote?, （22 y

a
le l. J. （40, （（（ (20（（).

（
（（
）　See e.g., id. at （（（-（（4; T

ribe, supra note （2, at 2（.

（
（7
）　M

yers v. U
nited States, 272 U

.S. （2, （（7 (（（2（).

（
（8
）　See Stephenson, supra note （（, at （（（-（（4.

（
（（
）　Id. at （42.

（
70
）　Jeffrey K

. T
ulis, O

n Congress and Constitutional R
esponsibility, 8（ B. U

. L. r
ev. （（（, （（（ (200（); see also M

ark 
T

ushnet, Som
e N

otes on Congressional Capacity to Interpret the Constitution, 8（ B. U
. L. R

ev. 4（（, （0（-（02 (200（).

（
7（
）　Id. at （20.

（
72
）　Id. at （（（.

（
7（
）　Bruce G. Peabody, Congressional Constitutional Interpretation and the Courts: A

 Prelim
inary Inquiry into 

Legislative A
ttitudes, （（（（-200（, 2（ L

a
w &

 S
o

C. in
q

u
iry （27, （47 tbl. （, （（（-（（8 (2004).

（
74
）　Id. at （47.
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（
7（
）　See N

eal D
evins, Party Polarization and Judicial R

eview
, （0（ n

w. u
. l. r

ev. （82（, （82（ (20（2).
（
7（
）　D

evins, supra note （（, at 2（4.
（
77
）　Id.

（
78
）　Id. 

（
7（
）　

本
文
中
の
①
か
ら
④
に
つ
き
、D

evins, supra note （, at 7（2-7（8.

（
80
）　

要
す
る
に
、
か
つ
て
は
、
先
任
者
優
先
制
に
よ
り
党
指
導
部
の
意
向
と
無
関
係
に
選
任
さ
れ
て
い
た
委
員
会
委
員
長
が
、
自
ら
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
党
派
的
関
心
か
ら
あ
る
程
度
は
自
由
に
委
員
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
政
党
間
‐
分
極
化
は
、

委
員
会
に
対
す
る
党
派
的
関
心
の
無
節
操
な
侵
食
を
招
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
8（
）　D

evins, supra note （, at 7（（.

（
82
）　See D

evins, supra note （（, at 27（.　

二
〇
〇
九
年
一
月
二
〇
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
二
五
日
の
間
に
、
各
院
で
Ａ
Ｃ
Ａ
に
つ

い
て
二
二
回
の
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
Ａ
Ｃ
Ａ
の
合
憲
性
に
つ
い
て
実
質
的
な
検
討
を
行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
。
上
院
で
は
、
財
政
委
員
会
に
お
い
て
一
度
だ
け
Ａ
Ｃ
Ａ
の
合
憲
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）、
そ
の
取
り

上
げ
方
は
極
め
て
粗
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。Id.

（
8（
）　

議
会
に
お
け
る
「
違
憲
審
査
」
に
つ
い
て
は
、
大
石
眞
「
違
憲
審
査
機
能
の
分
散
と
統
合
」
大
石
眞
他
編
『
各
国
憲
法
の
差
異
と
接

点
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
84
）　See D

evins, supra note （（, at 27（.

（
8（
）　Jo

h
n h

a
rT e

ly, D
em

o
Cra

Cy a
n

D D
iST

ru
ST (（（80). 

訳
書
と
し
て
、
佐
藤
幸
治
＝
松
井
茂
記
訳
『
民
主
主
義
と
司
法
審
査
』

（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
8（
）　

憲
法
解
釈
者
と
し
て
の
議
会
の
責
任
に
つ
い
て
は
、Jam

es Bradley T
hayer, T

he O
rigin and Scope of the A

m
erican 

D
octrine of Constitutional Law

, h
a

rv. l. r
ev. （2（ (（8（（); Elizabeth Garrett &

 A
drian V

erm
eule, Institutional D

esign 
of a T

hayerian Congress, in C
o

n
greSS a

n
D T

h
e C

o
n

ST
iT

u
T

io
n 242 (N

eal D
evins &

 K
eith E. W

hittington eds. 200（). 　

邦
語
文
献
と
し
て
、
新
井
誠
「
議
会
と
裁
判
所
の
憲
法
解
釈
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
小
谷
順
子
他
『
現
代
ア
メ
リ
カ
司
法
と
憲
法
』（
尚
学

社
、
二
〇
一
三
年
）
一
九
〇
頁
以
下
、
岩
切
大
地
「『
議
会
と
裁
判
所
の
憲
法
解
釈
』
に
つ
い
て
」
同
上
二
一
二
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
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ガ
レ
ッ
ト
と
バ
ミ
ュ
ー
ル
は
、
議
会
に
お
い
て
法
案
上
の
憲
法
問
題
が
確
実
に
討
議
さ
れ
る
た
め
に
、
全
て
の
法
案
に
つ
い
て
（
委
員
会

報
告
書
に
）「
憲
法
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（constitutional im

pact statem
ent

）」
を
付
す
こ
と
を
な
ど
提
案

し
て
い
る
。Garrett &

V
erm

eule, supra note 8（, at 2（（.
（
87
）　

前
掲
注
（
（（
）
参
照
。

（
88
）　

前
掲
注
（
（2
）
参
照
。

（
8（
）　See Roberts, supra note （（, at 2（（（-2（（（.

（
（0
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
討
議
の
継
続
を
望
む
た
め
に
、
す
な
わ
ち
討
議
を
尽
く
す
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、「
議
事
妨
害
0

0

」
と
い
う
訳
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
」
と
い
う
言
葉

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
言
葉
の
語
源
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
海
賊
行
為
」
に
あ
り
、
確
か
に
審
議
を
「
乗
っ
取
る
」

と
い
う
否
定
的
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
）　See Roberts, supra note （（, at 2（（（-2（（4.

（
（2
）　

こ
の
点
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
上
院
規
則
上
明
文
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
規
則
を
通
じ
て
裏
か
ら
保
障

さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、「
上
院
規
則
が
、
立
法
過
程
に
お
け
る
上
院
議
員
の
権
利
や
〔
発
言
〕

機
会
を
具
体
的
に
制
限
す
る
条
項
を
故
意
に
（deliberately

）
欠
い
て
い
る
」
が
ゆ
え
に
認
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。Richard S. 

Beth &
 V

alerie H
eitshusen, Cong. Research Serv., RL（0（（0, Filibusters and Cloture in the Senate （ (20（（).

（
（（
）　See U

.S. Senate, Senate A
ction on Cloture M

otions, http://w
w

w
.senate.gov/pagelayout/reference/cloture_m

o- 
tions/clotureCounts.htm

.　

松
橋
・
前
掲
注
（
2（
）
三
一
‐
三
二
頁
参
照
。

（
（4
）　See Roberts, supra note （（, at 2（（（.

（
（（
）　See Benjam

in Eidelson, T
he M

ajoritarian Filibuster, y
a

le L. J. （80, （8（ (20（（).

（
（（
）　Catherine Fisk &

 Erw
in Chem

erinsky, T
he Filibuster, 4（ S

T
a

n. l. r
ev. （8（, （84 (（（（7).

（
（7
）　

廣
瀬
・
前
掲
注
（
（（
）
九
七
頁
参
照
。

（
（8
）　See Roberts, supra note （（, at 2（（（, 2（（（.

（
（（
）　See generally ira S

h
a

Piro, T
h

e l
a

ST g
rea

T S
en

a
T

e (20（2); l
ew

iS l. g
o

u
lD, T

h
e m

o
ST e

x
eCu

T
iv

e C
lu

B 277-2（（ 
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(200（).　

グ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
上
院
は
「
野
蛮
な
上
院
（A

 Ruder Senate

）」
で
あ
る
。Id.

（
（00
）　Sinclair, supra note （（, at （87.

（
（0（
）　Josh Chafetz, T

he Filibuster and the Superm
ajoritarian D

iffi
culty, （（8 U

. P
a. l. r

ev. P
en

n
u

m
Bra 24（, 248 (20（0).

（
（02
）　

前
掲
注
（
（（
）
の
一
部
を
省
略
し
て
作
成
し
た
。

（
（0（
）　See generally Chafetz, supra note （0（.

（
（04
）　Gerard N

. M
agliocca, R

eform
ing the Filibuster, （0（ n

w. u
. l. r

ev. （0（, （0（ (20（（).

（
（0（
）　Id. at （04.

（
（0（
）　Bruce A

ckerm
an, O

pE
d., Filibuster R

eform
 Both Parties Can A

gree on, W
a

ll S
T. J., Jan. 4, 20（（.

（
（07
）　See Chafetz, supra note （0（, at 24（; see also Jed Rubenfeld, R

ights of Passage: M
ajority R

ule in Congress, 4（ 
D

u
k

e L. J. 7（, 8（ (（（（（).

（
（08
）　See Chafetz, supra note （0（, at 2（（.

（
（0（
）　T

ribe, supra note （2, at 2（.

（
（（0
）　Id.

（
（（（
）　See Chafetz, supra note （（, at 778.

（
（（2
）　See M

ichael J. Gerhardt, T
he Filibuster and the Conscientious Senate, （（8 U

. P
a. l. r

ev. P
en

n
u

m
Bra 2（（, 2（（-

2（（ (20（0).

（
（（（
）　Gordon v. Lance, 40（ U

.S. （, （ (（（7（).

（
（（4
）　See Gerhardt, supra note （（2, at 2（（.

（
（（（
）　Id. at 2（（.

（
（（（
）　Eidelson, supra note （（, at （8（.

（
（（7
）　

周
知
の
よ
う
に
、
上
院
は
、
州
間
の
平
等
の
た
め
、
州
の
抱
え
る
人
口
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
州
二
名
の
代
表
を
認
め
て
い
る

（
合
衆
国
憲
法
一
条
三
節
一
項
）。

（
（（8
）　（（ Cong. Rec. 7（（（ (（（（8).
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（
（（（
）　Editorial, D

isarm
am

ent in the Senate, N
.Y

. T
im

eS, M
ay 2（, 200（, http://w

w
w

.nytim
es.com

/200（/0（/2（/opinion/ 
2（w

ed（.htm
l.

（
（20
）　

ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
を
支
持
す
る
議
員
が
選
出
さ
れ
た
州
の
人
口
の
総
和
が
、
全
国
の
人
口
の
半
分
に
満
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
（
例
え
ば
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
に
対
す
る
賛
成
票
・
反
対
票
が
、
五
五
対
四
三
で
あ
っ
た
場
合
に
、
前
者
が
人
口
の
四
三
％
し
か
代
表
し

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
後
者
が
五
七
％
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
）。See Eidelson, supra note （（, at （007.

（
（2（
）　See id. at （00（-（0（0.

（
（22
）　See id. at （0（0.

（
（2（
）　

こ
の
指
摘
は
、
仮
に
共
和
党
と
我
が
国
の
自
民
党
と
を
比
較
し
た
と
き
に
大
変
興
味
深
い
も
の
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
触

れ
な
い
。
ち
な
み
に
自
民
党
衆
議
院
議
員
で
あ
り
、
衆
議
院
議
長
で
も
あ
る
伊
吹
文
明
は
、「〔
二
〇
一
二
年
〕
総
選
挙
の
結
果
を
み
る
と
、

投
票
率
は
前
回
を
一
〇
％
も
下
回
り
、
自
民
党
の
得
票
率
は
惨
敗
し
た
前
回
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
民
主
党
が
前
回
獲
得
し
た
票
が
、
特
に
都

市
部
で
は
各
党
に
分
散
し
て
い
ま
し
た
。
国
民
の
信
頼
が
自
民
党
に
戻
っ
た
と
い
う
よ
り
、
民
主
党
内
閣
が
悪
す
ぎ
た
結
果
の
自
民
党
の

勝
利
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
伊
吹
文
明
公
式
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
参
照
（http://w

w
w

.ibuki-bunm
ei.org/report/ 

20（（no0（.htm
l

）。

（
（24
）　

エ
イ
デ
ル
ソ
ン
の
議
論
は
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
、〝
反
民
主
主
義
的
で
あ
っ
て
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
〟
と
す
る
見
解
（
マ

グ
リ
オ
カ
や
チ
ャ
フ
ェ
ッ
ツ
ら
の
議
論
）
の
説
得
力
を
弱
め
る
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
エ

イ
デ
ル
ソ
ン
の
議
論
が
、
基
本
的
に
「
多
数
派
主
義
」
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
上
院
内
多
数
党
が
全
国

的
多
数
派
と
一
致
し
て
い
れ
ば
、
か
か
る
多
数
党
は
正
真
正
銘
の
「
多
数
派
」
な
の
だ
か
ら
何
を
や
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
彼
の
議
論
か
ら
規
範
的
意
義
を
導
き
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、〝
ど
ち
ら
の
党
が
真
の
意
味
で
多
数
派
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な

い
の
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
の
党
も
、
相
手
方
の
見
解
に
誠
実
か
つ
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
〟
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
（2（
）　See Gerhardt, supra note （（2, at 2（（-2（4; see also M

ichael J. Gerhardt, T
he Constitutionality of the Filibuster, 2（ 

C
o

n
ST. C

o
m

m
en

T
a

ry 44（, 44（ (2004).

（
（2（
）　See Stephenson, supra note （（, at （42, （（（-（（（.

（
（27
）　See T

ribe, supra note （（, at 2（.
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（
（28
）　

こ
の
よ
う
な
、
上
院
と
「
民
主
主
義
」
と
の
ね
じ
れ
を
批
判
的
に
捉
え
る
も
の
に
、
例
え
ば
、r

o
BerT a

. D
a

h
l, h

o
w D

em
o

Cra
T

iC iS T
h

e a
m

eriCa
n C

o
n

ST
iT

u
T

io
n? 49 (2002); S

a
n

fo
rD l

ev
in

So
n, o

u
r u

n
D

em
o

Cra
T

iC C
o

n
ST

iT
u

T
io

n （8 (200（).
（
（2（
）　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
代
表
」
観
も
含
め
、Chafetz, supra note （（, at 77（-77（.

（
（（0
）　See Levinson &

 Pildes, supra note （, at 2（74.

（
（（（
）　

上
院
は
、「
伝
統
」
的
に
、「
議
事
の
効
率
性
よ
り
も
、
審
議
を
十
分
に
尽
く
し
、
個
々
の
議
員
の
主
張
と
相
互
の
譲
歩
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
議
院
全
体
の
合
意
が
尊
重
さ
れ
て
き
た
」。
そ
こ
で
は
、「
多
数
党
が
そ
の
数
の
力
を
も
っ
て
〔
議
案
審
議
を
〕
強
行
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
少
数
党
と
の
合
意
が
常
に
模
索
さ
れ
、
さ
ら
に
は
個
々
の
議
員
の
意
向
も
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
て
」
き
た
の
で
あ
る
。

松
橋
・
前
掲
注
（
2（
）
九
頁
。

（
（（2
）　

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
合
衆
国
憲
法
一
条
七
節
に
違
反
す
る
と
も
い
え
る
。
日
本
の
最
高
裁
判
例
（
最
判
平
成
九
年
九

月
九
日
民
集
五
一
巻
八
号
三
八
五
〇
頁
）
に
倣
っ
て
、
①
立
法
行
為
の
よ
う
に
、「
多
数
決
原
理
に
よ
り
統
一
的
な
国
家
意
思
を
形
成
す

る
行
為
」
と
、
②
質
疑
や
討
論
な
ど
、「
多
数
決
原
理
に
よ
り
国
家
意
思
を
形
成
す
る
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
国
家
意
思
の
形
成
に

向
け
ら
れ
た
行
為
」
と
を
さ
し
あ
た
り
区
別
す
る
と
す
れ
ば
、
通
常
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
②
の
過
程
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
で
、
合
憲
説
が
述
べ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
①
に
か
か
わ
る
憲
法
上
の
法
案
「
通
過
」
要
件
（
多
数
決
原
理
）
に
直
接

関
連
し
な
い
（
そ
れ
が
多
数
決
原
理
に
反
す
る
と
し
て
も
、
②
の
範
疇
で
行
わ
れ
る
限
り
は
違
憲
で
は
な
い
）。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
バ
ス

タ
ー
が
、
党
派
的
理
由
か
ら
、
②
の
行
為
か
ら
①
の
行
為
へ
の
移
行
そ
れ
自
体
を
執
拗
に
妨
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
結
局
、
①
に
関
す

る
憲
法
上
の
要
件
に
も
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
限
り
で
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
は
、
一
条
七
節
の
立
法
手
続
に
違

反
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
人
事
案
件
に
関
す
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
も
繰
り
返
し
指
摘
し
た
と
お
り
、
大

統
領
の
執
行
権
や
、
法
律
の
誠
実
執
行
配
慮
義
務
（
二
条
三
節
）
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
（（（
）　Com

m
on Cause v. Biden, C.A

. N
o. （2-77（ (EGS), 20（2 W

L （（28（（（ (D
.D

.C. D
ec. 2（, 20（2).

（
（（4
）　

小
林
節
『
政
治
問
題
の
法
理
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
（（（
）　

立
法
手
続
に
対
す
る
司
法
審
査
の
限
界
と
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
奥
村
公
輔
「『
立
法
手
続
と
司
法
審
査
』
の
再
構
成
」
比
較
憲
法

学
研
究
二
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
（（（
）　See Gerhardt, supra note （（, at 2（（8.
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（
（（7
）　See Gerhardt, supra note （（2, at 2（（.

（
（（8
）　See e.g., Eidelson, supra note （（, at （88-（8（.

（
（（（
）　See id. at （8（.

（
（40
）　Josh Chafetz, T

he U
nconstitutionality of Filibuster, 4（ C

o
n

n. l. r
ev. （00（, （0（0 (20（（).

（
（4（
）　See e.g., Josh Chafetz, Fixing the Filibuster, （（8 U

. P
a. l. r

ev. P
en

n
u

m
Bra 2（8, 2（（ (20（0).

（
（42
）　See id. at 2（（-2（2.

（
（4（
）　See Roberts, supra note （（, at 22（4. 

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
変
更
が
な
さ
れ
た
。
議
事
進
行
の
動
議
に
関
す
る
ク
ロ
ー

チ
ャ
ー
の
投
票
は
、
動
議
が
提
出
さ
れ
た
翌
日
に
な
さ
れ
る
こ
と
、
ク
ロ
ー
チ
ャ
ー
が
成
立
し
た
な
ら
ば
、
さ
ら
な
る
審
議
は
な
さ
れ
な

い
こ
と
、
多
数
党
院
内
総
務
が
、
少
な
く
と
も
四
つ
修
正
（
各
党
か
ら
二
つ
）
を
認
め
た
場
合
に
は
、
進
行
の
動
議
に
対
す
る
フ
ィ
リ
バ

ス
タ
ー
は
除
去
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

（
（44
）　See Gerhardt, supra note （（, at 2（（（.

（
（4（
）　Roberts, supra note （（, at 22（4.

（
（4（
）　See e.g., Levinson &

 Pildes, supra note （, at 2（2（, 2（4（.

（
（47
）　

な
お
、
“adjournm

ent

”は
「
休
会
」、
“recess

”は
「
休
憩
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
廣
瀬
・
前
掲
注
（
（（
）
五

一
頁
参
照
。
本
稿
で
は
、
“recess

”が
特
定
の
期
間
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
の
観
点
か
ら
、
暫
定
的
に
、
後
者
に
つ
い
て
も

「
休
会
」
と
訳
し
た
（
な
お
、
“the Recess

”を
「
閉
会
（
期
間
）」
と
訳
す
余
地
も
あ
る
。
田
中
英
夫
編
集
代
表
『
英
米
法
辞
典
』〔
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
〕
七
〇
一
頁
参
照
）。
な
お
、
関
連
し
て
、「
憲
法
は
『
休
会
（recess

）』
と
は
何
か
定
義
し
て
い
な
い
。

上
院
は
、
短
期
間
休
む
（adjournm

ent

）
こ
と
が
あ
る
。
問
題
は
、『
休
み
（adjournm

ent

）』
が
ど
れ
ぐ
ら
い
長
く
な
れ
ば
、『
休

会
（recess

）』
に
な
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
参
照
。John Y

oo, R
ichard Cordray &

 the U
se and 

A
buse of E

xecutive P
ow

er, N
ational R

eview
 O

nline, January （, 20（2, http://w
w

w
.nationalreview

.com
/

corner/2872（4/richard-cordray-use-and-abuse-executive-pow
er-john-yoo.

（
（48
）　

も
ち
ろ
ん
、
厳
密
に
は
、
大
統
領
の
所
属
政
党
と
異
な
る
政
党
が
上
院
内
の
多
数
党
で
あ
っ
た
場
合
に
も
、
同
様
の
事
態
は
生
じ
う

る
（
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
行
う
必
要
は
な
い
が
）。
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（
（4（
）　
「
形
式
上
の
開
会
」
は
、
か
つ
て
は
合
衆
国
憲
法
一
条
五
節
四
項
の
休
会
条
項
（A

djournm
ent Clause

）
の
形
式
的
要
件
を
満
た

す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
大
統
領
に
よ
る
休
会
任
命
（Recess A

ppointm
ent

）
を
阻
止
す
る
目
的
で
も

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。See Jam

es M
. H

obbs, T
he Future of R

ecess A
ppointm

ents A
fter the D

ecision of the D
.C. 

Circuit in N
oel Canning v. N

LR
B, （（2 u

. P
a. l. r

ev. o
n

lin
e （, （-（0 (20（（).

（
（（0
）　See e.g., A

lexander I. Platt, Preserving the A
ppointm

ents Safety V
alve, （0 y

a
le L. &

 P
o

lʼy r
ev. 2（（, 288 (20（（). 

プ
ラ
ッ
ト
も
、
党
派
的
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
よ
る
承
認
手
続
の
「
麻
痺
」
に
対
応
す
る
た
め
、
休
会
任
命
権
を
拡
張
的
に
解
釈
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（（
）　70（ F.（d 4（0 (D

.C. Cir. 20（（).

（
（（2
）　See H

obbs, supra note （4（, at （, （2; see also Cass R. Sunstein, O
riginalism

 v. Burkeanism
; A

 D
ialogue O

ver 
R

ecess, （2（ h
a

rv. l. r
ev. F. （2（, （2（ (20（（).

（
（（（
）　N

oel Canning, 70（ F.（d at （00.

（
（（4
）　Id. at （00-（0（.

（
（（（
）　Id. at （07.

（
（（（
）　See U

nited States v. W
oodley, 7（（ F.2d （008 (（th Cir. （（8（) (en banc); U

nited States v. A
llocco, （0（ F.2d 704 (2d 

Cir. （（（2); In re Farrow
, （ F. （（2 (C.C.N

.D
. Ga. （880).

（
（（7
）　（87 F.（d （220 (（（th Cir. 2004) (en banc).

（
（（8
）　E

vans, （87 F.（d at （22（.

（
（（（
）　Id. 

ち
な
み
に
、
休
会
任
命
自
体
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
二
三
二
回
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
シ
ニ
ア
（George H

. W
. 

Bush

）
大
統
領
に
よ
っ
て
七
八
回
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
一
三
九
回
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
統
領
に
よ
っ
て
一
七
一
回
、

オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
っ
て
三
二
回
行
わ
れ
て
い
る
。See H

obbs, supra note （4（, at （.

（
（（0
）　E

vans, （87 F.（d at （227.

（
（（（
）　See generally Levinson &

 Pildes, supra note （.

（
（（2
）　See H

obbs, supra note （4（, at 2（.
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（
（（（
）　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
対
抗
手
段
も
制
限
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。See T

ribe, supra note （（, at 2（.

（
（（4
）　See D

evins, supra note （（, at 27（-280.
（
（（（
）　See generally K

arlan, supra note （.　

さ
ら
に
、
山
本
龍
彦
「
偽
の
『
公
共
の
福
祉
』
？
―
―
経
済
的
自
由
規
制
と
政
治
過
程
」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
七
頁
以
下
、
同
「
立
法
過
程
の
脱
『
聖
域
』
化
―
―
主
観
的
憲
法
瑕
疵
へ
の
注
目
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
六
八
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
六
頁
以
下
参
照
。

（
（（（
）　

も
ち
ろ
ん
、
違
憲
の
（
党
派
的
）
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
に
対
す
る
最
も
根
源
的
な
改
革
と
し
て
、
政
党
制
の
否
定
が
あ
る
。
し
か
し
、

ワ
シ
ン
ト
ン
や
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
よ
う
に
、
党
派
的
集
団
化
を
人
間
の
「
最
も
強
い
情
念
」
に
由
来
す
る
も
の
と
捉
え
れ
ば
（
一
参
照
）、

こ
う
し
た
根
源
的
改
革
は
「
人
間
の
本
性
」
に
も
反
し
、
現
実
味
を
欠
く
で
あ
ろ
う
（
と
は
い
え
、
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
「
政
党
」
本

位
と
「
政
策
」
本
位
の
友
好
な
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
批
判
的
吟
味
が
必
要
で
あ
る
）。
し
か
し
、「
代
表
」
の
意
味
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
穏
当
な

0

0

0

0

0

政
党
制
を
、
制
度
上
実
現
し
て
い
く
方
向
性
は
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
無
論
、
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
委
ね
ざ
る
を
得
な

い
が
、
基
本
的
に
は
、
政
党
間
の
境
界
（
な
い
し
は
政
党
と
無
所
属
の
間
）
を
相
対
的
・
流
動
的
に
捉
え
て
い
く
方
向
性
が
模
索
さ
れ
よ

う
。

　

ま
た
、
ト
ル
ソ
ン
（Franita T

olson

）
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
中
央
（
ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ば
連
邦
）
議
会
の
仕
事
量
（
取
扱
う
事

項
）
や
負
担
を
減
ら
し
た
上
、
一
つ
一
つ
の
イ
シ
ュ
ー
に
か
け
ら
れ
る
討
議
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
も
、
違
憲
の
フ
ィ
リ
バ
ス

タ
ー
に
対
す
る
有
効
な
処
方
箋
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
地
方
議
会
、
独
立
行
政
委
員
会
、
民
間
の
自
律
的
団
体
な
ど
の

役
割
な
い
し
「
立
法
」
機
能
が
非
常
に
重
要
と
な
る
（「
立
法
」
機
能
の
分
散
）。See generally T

olson, supra note 22.

（
（（7
）　See Garrett &
 V

erm
eule, supra note 8（, at 242-24（.

（
（（8
）　Id. at 244.　

こ
の
点
で
、
憲
法
学
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
議
会
制
度
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
浦
田
一
郎
＝
只
野
雅
人
編

『
議
会
の
役
割
と
憲
法
原
理
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
大
石
眞
『
議
会
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）、
大
山
礼
子
「
議
事
手
続
再

考
」
駒
澤
法
学
二
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
六
頁
、
原
田
一
明
『
議
会
制
度
』（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）、
白
井
誠
『
国
会
法
』

（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）。


